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沖ノ島にて

鼎船霊の航路
楠本正

宗像大社文化財管理事務局長

日本海事史学会会員

玄界灘の軸心に沖ノ島とよぶ周囲4キロメートル・

標高243メートルの小島がある。北九州の一角から朝
うしは

鮮半島へ向かう「海北道」を主領く，海神・宗像三女

神のうち田心姫命の鎮り坐す島である。玄界灘沿岸の
おいわず

漁民たちは，この島を「不言島」と称し島外では決し

て島について語らない。話せば神の怒りにふれるとい

う。なぜこのような禁忌が生じたかを見れば，近年三

次におよぶ学術調査によって明らかにされたところに

よると，我が国4世紀後半から9世紀の初頭にかけて，

この島では国家的規模の大祭祀が営まれている。古

事記・日本書紀などの古典に一行も記載されていない

大祭祀がこの島の神に捧げられている。多分，当時の

緊張した国際状況や萌芽期の国内情勢からみて，国家

的命運を賭した祭祀がおこなわれたのではなかろうか

といわれている。島の碇はそのような高貴な神の鎮ま

る島のことをみだりに口にするのがはばかられるとこ

ろからおこったものであろう。また，島内の祭祀遺跡

に伝世した豪華絢燗たる奉献品は畏怖の念をもたらす

のに十分なものがある。タブーはこのほかにも，女人

禁制とか，一木一草といえども島外に持出しを禁ずる

とか，ごく最近まで漁民のあいだでは不浄を恐れて忌

言葉も用いられていたように数が多い。

この島に宗像大社の神官である私は，九j‘ﾄ|本土の辺

津宮から年2回，10月から15日間滞在して勤務する。

島の周辺は玄界灘随一の好漁場である。このため福岡

県は昭和20～30年代に避難港を建設した。その結果，

沖ノ島には全国各地から漁船が寄港をする。日本海側

で最も遠くからきたのは，山形県酒田市の烏賊釣船，

太平洋側は対馬島との間で操業する宮崎県，高知県

和歌山県のよこわ釣船団が頻繁に出入りをする。また，

瀬戸内海は広島県の船が多い。海が時化ると韓国の鮮

魚運搬船も寄港する。島には神官を除いて住民は一人

もいないため，会話は自然，船の漁師相手となる。そ

のせいか漁民の生活，慣習に興味を持つようになった。
ノ，そ9．

起床して海に飛びこみ旗をする。寒中などは身を削ぐ

思いがする。そののち日課の祭典をおこない下山する

と，網のかたづけを完えた漁師たちが朝食をはじめる。

岸壁にでると必ず食事の声がかかる｡｢神主さんと食べ

麺
一

鄙＝

墓雲鍵壁 蕊繊鮮卜■？!《蕊
君
一
一

一
釦
一

一
一
今

亨評

営寸戸
鹸

-,,琴 ザ

－”

… ー、

沖ノ島遠望

るとまんがええからのお」と彼等はいう。まんがええ

うちはよいが，悪くなれば魏志倭人伝の中の持衰のよ

うな運命が待ちかまえているのではなかろうかと思い

つつ，毎日ひたすら飲みかつ食う，命がけである。釜

をあけるとパッと湯気があがり食欲をそそる。思わず

茶腕をさし出すと｢ｵﾊﾂはﾌﾅダﾝさん｣といってへ
小皿に飯を盛りつけ，船のブリッジに供える。船によ

っては船首のみおしに供えることもある。｢まんのええ

神主より先にあげるのか」と聞くと「まんのええ悪い

は関係がないフナダンさんは粗末にすると罰があたる

という。御利益はないのかと尋ねると．罰があたるだ
く】*ずよみf

けだと返事がかえってくる。我が国には八百万の神々

が鎮りますが．罰あて專門の神様も珍しいと思って聞

くと「フナダンさんは女子の神様で船についとらっし

ゃるげな新造船ぱ造ると船大工の頭領がフナダマごめ

をして船につかつしやるが，何をしちゃいけん，かに

をしちゃいけんと言わつしやるばっかしで，好かこと

は聞いたこともなかよ」と答える。そこで各地から集

まる漁師たちに話を聞くことにした。

ふなだまは普通，船霊と書き，船舶の守護神とされ

ている。最も古く文献にあらわれるのは続日本紀で，

能登という船名の船を高麗に遣わした時，暴風にあい，
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祈日幸頼船霊平安到国必請朝廷酬以錦冠と記童女，未婚の女性が多いが，船頭の女房の場合もある

載されている。また,舟玉,船玉と書かれる場合もある。そうである。この毛髪の提供者をフナダマササギ，力

玄海灘沿岸ではフナダンさんと呼ばれ,長崎県ではオザミイレ，フナガミ，オフナサマと，各地で神霊そのも

ダマサマ，オガタマサマとも呼んでいる｡沖ノ島でフナののような呼称をしているのは興味がもたれる。フナ

ダマと聞けば，何処の船でも意味が通じるところをダマはこのように神体を納める型式がほとんどである

みると，今日では地方的な呼称が次第に統一化されてが，なかには福岡県芦屋浦から新宮湊までの浦々のよ

いるのではなかろうか，とも考えられる。漁師に船霊うに，神体をいれない所もある。この地方のフナダマ

のことを聞くと，だいたいにおいて造船儀礼から話しは,模を二つに合わせたような形の木片に,菱形を線刻

てくれる。全国ほぼ共通しているのは，新造船の契約したり，横に刻みをいれて飾りをほどこしたものであ

のときに頭領は船頭から，船の大きさ，形状などの注る。これをツバサミというが，筒挾みのことであろう。

文を聞き，吉日を選んでカワラズエ（航据え）をする。フナダマごめに際しては，このツバサミをブリッジま

このとき船頭，頭領，職人などの関係者でオミキアゲたはフナバリに取り付け，のみで×印を二カ所につけ

をして祝っている。船が半ばできあがり，タナ(舷側）てゴシンイレとしている。この習俗のある芦屋新宮

が取り付けられると，ナカミマイといい，また，船頭，間は，中世期この沿岸に漂着する寄物はすべて宗像社

頭領によってオミキアゲが行われる。船がいよいよ竣の所有にする慣習のあった所で知られている。おそら

工してリンオロシ（進水）の直前か前夜に，ひそかに<古代以来この地方に勢威を振るった宗像海人族のフナ

頭領がフナダマゴメをする。漁師に聞いても「なにか，ダマに対する信仰現象が，このような形で残存してい

ぶつぶつ唱えごとを言うてござる」程度のことしか分るのかもしれない。フナダマごめはゴシンイレとかオシ

からない。そこで船大工にこれを尋ねると,，フナダマヨウサマをいれる。オショウネをいれるといい，宗像

ゴメをする場所は，機械船の場合は機関室かブリッジ，地方のように×印をつけるところを除いては，ノミや

和船の場合は胴ノ間と中ノ間のあいだのフナバリを燐槌でフナダマの上を三度たたく風習をもつ地方が多い。
ユい

火箱二つくらいの大きさで矩形にくり抜き,その中に春これと類似しているのは，木造船時代はフナタデとい
二ろ

子を2個，男女の人形一対，女性の毛髪，穴あき銭，って船底の付着物を焼く作業をしていたが，この時フ

米などを納めて唱えごとをするという。これより古いナダマは陸にあがっていると信じられ，作業が終わっ

型式のものはなかろうかと思って調べると,江戸時代のてフナダマが船に戻る際には，フナバリを二，三度た

廻船模型には，船の帆柱を立てる筒の底の部分を矩形たいていた。いずれも神霊を喚起せしめるためのもの

にくり抜いて，フナダマゴメをしているのが分かった。であろう。

大型船と小型船の相違である。また今日，一般的な形また，フナダマゴメの唱えごとは，俗に船霊祭文と

としては，くり抜きの替わりに木箱を用いているのがよばれる一種の祝詞である。江戸時代の造船各流派が

多い。神体となる品々はそれぞれ規則があり，それに盛んであったころ完成したものらしく，流派によって

従って納められる。まず春子は，天一地六，おもて三若干の相違はあるが，いずれも長文で荘重な文体であ

あわせ，とも四あわせに置かれる。つまり，春の目のる。しかし，これも関船，弁財船のような大型船の儀

一が上辺になり，六が下辺になり，舳先に三を向け，式に唱えられたものらしく，漁船とか時代が下れば極

艫に四が向くように置くことである。次に穴あき銭は，めて簡略化されて意味が不明になっているものが多い。

平年は12枚，閏年は13枚となっている。女性の毛髪は，立花藩御用船大工家である芳司家が，今日唱えている

（
）
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祭文をみてもそれがよく分かる。

「天一地六おもてさざなみともしあわせなかにむ

かいごこれをもって隻六の始めとす十二面観音菩

薩を本尊とし猿田彦大神をあおぎだしとなしこれ

をもって船玉大明神とあがめ奉るチハヤフルカミノ

ヤシロハコゴニアリイザアマクダリマシマセナムフナ

ダマ船玉大明神この船に鎮座ましまして五穀じょ

うじゅ子孫繁栄この船たからの山に入るときはい

たるところをもってはみとすなにとぞ大漁あらんこ

と伏してこんがん奉り候かじとりふなごの安全

火災の難をまぬがれ給わらんことを伏してこんがん

奉つり候頓首再拝」

かくしてフナダマは船体に祀られるが，進水をした

のち最後の儀式がおこなわれる。餅まきをおえたのち

海に浮んだ新造船は，浦の前面の海上を，多くはトリ

カジ回り（左回り）で3回回る。また，福岡市筥崎浦，

壱伎瀬戸浦のようにオモカジ回り（右回り）の所もあ

る。その間,船上では酒盛りがあり,船頭や若衆を突然

海中に突き落とす。また,船の水だめしとか,腰の具合

をみるとかいって，左右に強くゆさぶる行為をする。

船上から人を海中に突き落とすのは，かつて造船儀礼

のなかに人身供犠があった名残りであろう。船を揺さ

ぶるのは，神輿ねりが神霊を定着せしめる作用であっ

たり，幼児を背中でゆすってあやす行為が魂を落ち着

かせ静める作用であると同じく，フナダマを船に定着

させる行為であろう。水だめしとか腰の具合をみると

いうのは，本来の信仰的意義が忘れ去られて，現実の

行為から合理的解釈をしているにすぎない。

フナダマの現象として，予知能力があることは漁民

のあいだでよく知られている。これをフナダンサンが

シゲルとか，イサムとかいう言葉で表現をする。船の

周囲をリンリンとか，チンチンと音をたててフナダマ

がまわる時は，何かあるので用心をする。天明年間に

書かれた対馬島黒岩家文書の「船ノ法面目書付」にも

｢舟玉御繁りの時，聰き分くること肝要なり」としるさ

れているところを見ると，和船時代には盛んであった

と思われる。この現象も，今日80歳代の老人は聞いた

ことがあるが,70歳以下になると知る人は少ない。機

械船の利用と共に消滅したのである。

消滅をするのはフナダマの現象だけではない｡フナダ

マの形態にしても，最近のプラスチック船をみると，

神棚を祀っている船を多くみかけるようになった。理

由を問うと「船大工がフナダンサンをまつってくれん

け，これを購うてきて，神社のお札ぱ納れて拝んどる」

とのことである。若い船大工に船霊信仰が希薄になっ

たところに原因があるのであろうが，民族文化の基盤

が一つ消え去ろうとしていることは確かである。

このようにフナダマは船舶と切り離せぬものである

が．これは我が国のみではなく，広く東南アジア全域

にわたって見出すことができる。タイ国では船の舳先

の頂に船霊が宿ると信じられ，どの船にも線香や花束

伊
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へ
みおしに飾られた線香や花束と美しい布

と美しい布がみおしにくくりつけられ，垂れ下がって

いるタイの船霊ごめを実見された長崎大学水産学部柴

田恵司教授のお話によると「新造船の航据えの際僧

の読経のあいだに船主が船首材の頂近くに小穴をあけ，

1グラムか2グラムの金を封入する。時には三つの穴

をあけ，それぞれに金，銀，銅を封入することもあるc

これが終わると，色とりどりの布を巻きつけて飾り，

前面の祭壇には種々の供物を捧げ，続いて僧侶によっ

て金箔が船首材の頂に貼りつけられると，船霊がここ

に宿ったことになる。従ってこの時以後はこの船首材

は船の中で最も神聖な場所となり，決して踏んだり，

腰かけたりしてはならない」由である。

船首を神聖な場所とする習俗は，タイ国のばかイン

ドネシア，スマトラ等多くの国々にみられる。この神

聖観をもっとも具象化しているのが船首に描かれてい

る目である。船をたんなる交通手段として考えるので

へ
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はな<，それ自体を生きものとして見れば，目は船に

とって不可欠なものである。そこから目が描かれたと

する説がある。国々によって目の形はアーモンド型，

涙型と様々ではあるが，タイの長舟の目は海面を直視

し，香港の戎克の目は波濤の彼方を見つめている。船

の目は船霊の目である。

このように考えると，船で最も神聖な場所とみられて

いるのは船首の部分であることがわかる。エジプトの

ナイル河を航行する葬送船には，死者を冥府に導く目

がつけられ'ていたという。また，大西洋岸の船には放

射状をしたマドンナの目が輝いている。この船首を神

聖視する習俗を我が国の船舶に求めると，顕著な例と

して，みおしを土足で踏むのは忌まれる。また，水屍
L'しろ

体を船に引き揚げる時は，みおしに莚をかぶせたりし

て覆いをする。最近,福岡県鐘崎浦の花田国五郎氏(明

治29年生）から聴いた話によると「若い時，兄弟で漁

に行き，沈船のところで釣をすると，その日は大漁で

した。夕方になり，アンカーを引き揚げよう'としまし

たが，海底の岩にかかったのか，どうしても揚がりま

せん。宵闇はせまり，困り果てていますと，兄貴が綱

をゆるめさせ舟のタテビ（みおし）に3回酒をかけ，

それからフナダンサンにお潮井（塩水）をかけて清め，

その前で兄弟して一生懸命に拝みますと，今度はなん

なくアンカーが揚がりました」とのことである。これ

によってもフナダマと船首が同じ観念のもとにおかれ

ていることがよく分かる。これらの諸例からみて，我

が国のフナダマも，もとは船首部分に祀られていたも

のが，近世になり，大型帆船の出現とともに後退をし

て，船の中央部，つまり帆柱の筒の中に鎮まるように

なったと思われる。

船霊の管掌者も，初期には女性（巫女）があたって

いたものが，時代を経るにしたがって修験者，船大工

の頭領と交替をしていく。これはフナダマの神体で

ある毛髪の提供者をフナダマササゲ，カミイレと呼ん

でいるところから納得ができる。穴あき銭，春子が神

体となるのは，修験者が造船儀礼に関与するようにな

ってからのことで，兇具として用いたものが神体化を

したと考えてよい。修験者が船霊を管掌した時代は永

く，明治時代の初期の頃まで続いている。

以上，船霊信仰について概略をのべたが，この分野

の研究は，今後，民族学的方法により環シナ海文化圏

への研究に向けて大きく前進するであろう。

（
）

初島レース
レース委員長

フリート<HAYATE> 石川平八郎

4月3日，82年度関東支部の初レースである初島レ

ースが行われた。

発達した低気圧の影響で，前夜半より風雨ともに強

く，出艇申告を開始した0730,雨はパラつく程度だが，

へ風は以前S～SW20m/S程度,波高2m～2.5mという海
況で，レース参加艇も大幅に減るのではないかと思っ

ていたが，エントリー33艇中23艇が出艇申告をすませ

た。コミッテイーとしては，事故艇が出るのではない

かと，少々不安ではあったが，予定通りスタートする

ことに決定し，横須賀海上保安部からの注意事項を伝

達して,0900艇長会議を終了した。前日の予定では，

沖合にスタートラインを設定して，ウエザーマークを

打つ心積りでいたのだが，当日の強烈な風波の中では

とても出来ず，小網代湾口の定置網手前にスタートラ

インを設定した。

クラスI～Ⅳが1100,クラスV～Ⅵが1115のスター

トであったが，スタート前にトラブルのあった艇もあ

るようで，大型艇のうち<SOLTAS>がDNS,<FU-

JIm>が7分,<BIGAPPLE>が12分遅れてスタートし

た。小型艇は横一線のきれいなスタートであった｡1215

頃く雪風>,1400頃<PEGASUS>,<梓>,からリタイ

ヤーの連絡を受けた。

1500頃から風もやや落ち，天気も良くなりつつある

ようであったが,1600頃より雨が降りだすとともに風

もN10～15m/Sとなり，レース艇にとっては，行きも帰

りも強風のクローズホールドというレース展開になっ

た。

ファーストフィニッシュは1900頃ではないかと思わ

れたが，念のため1600にフィニッシュラインを設定し

た。大荒れの海上には，ヨットはおろか漁船の影もな

く，強烈な風雨と寒さの中でコミッティーの苦しいワ

ッチが続いた。2047'30"<摩利支天〉がファーストフ

イニッシュ,1分半遅れて<BIGAPPLE>と続き,2330

までにクラスⅥのく快進丸〉を除いて全艇フィニッ

シュした。4日0156<快進丸〉フイニッシュ。26F艇

にとっては相当な悪海況であったにもかかわらず完走

したく快進丸〉のフィニッシュには，思わずゴミッテ

ィーより拍手がおきた。

レース結果については成績表の通りであるが，コミ

ッティーボートにく摩利支天>より,<BIGAPPLE>が帆

走指示書で禁止されている網代崎ど定置網東端間を通

過してフィニッシュしたのではないかとの注意があり，

<BIGAPPLE>乗員に確認したところ，これを認めた

ので<BIGAPPLE>をDNQとした。

(5）
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初島レース成績表

クラス

順位

セール

番号

初島

回舟冗

合
位

着
順

総
順

フイニッンュ･

夕イム
艇 名 所要時間 修正時間TYPE T､C・F

12 ２
９
２
０
０
２
０
２
５
０
８
２
１
０
２
１
０
５
０
２
９
０

１
９
７
５
０
１
２
１
８
４
９
９
１
５
８
２
０
６
７
０
１
５

１
２
８
８
９
２
２
５
９
６
８
９
０
０
１
２
６
９
９
０
２
７

２
２
２
１
１
２
２
２
１
２
１
１
２
２
２
２
２
２
２
３
２
２

FUJIⅢ

BIGAPPLE

摩利支天

VEGAV

寵飛

衣笠

慎記郎

雪風Ⅲ

波勝

青海波

SEATIGER

DOLLYI

GAMERA

EXCEPTONE

KERONIAV

梓

KARASU

TSURUGI

POINCIANA

SYLPHIDESⅢ

PEGASUSV

快進丸

″
″
″
″
″
〃
〃

６
９
０
９
０
８
７

１
０
３
３
２
２
４

〃
〃
″
〃
グ
ノ
〃

０
９
７
６
６
０
５

１
４
４
４
３
０
３

６
４
４
３
３
３
３
３

４
４
４
３
３
３
３
３
２
詔
認
鋤
釧
０
”
如
訓
瓢
皿
詣
妬

唖
皿
恥
皿
皿
岬
皿
瑚
翠
畑
即
酎
郵
吋
皿
皿
睡
唖
皿
岬
睡
州

０
０
６
３
５
０
５

０
３
０
２
５
０
５

６
５
５
６
５
６
５

１
１
１
１
１
１
１

1010′16〃

0949′09〃

0947′30〃

1046′39〃

1036′20〃

1100′28〃

1035′47〃

，.N,F

1127′52〃

1045'20〃

1136'01〃

1030ノ58〃

1052′04〃

1207'28〃

1134'41〃

1134'21〃

1119′57〃

，.N､F

1045′27〃

1148′16〃

，.N､F、

1441′09〃

１
０
０
１
１
２
１

２
２
２
２
２
２
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
２
１
８
５
，
４

５
４
６
９
８
０
０
９
８
０
５
９
１
０
０
６
２
０
０
４
８
８

７
７
１
７
４
０
４
８
５
７
７
６
０
８
６
２
１
７
７
５
７
７

５
４
５
４
４
６
６
４
４
５
３
２
３
２
２
２
３
２
り
り
３
８
８

８
８
８
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
６
６

８
４
８
７
６
７
４

９
５
１
１
３
１
４

３
９
０
０
４
１
１

１
９
０
９
８
０
９

３
２
３
２
２
３
２

頤
※
９
５
３
皿
６

１
２
１
５
３

Ⅳ

６
４
７
１
３
９
６
５
４

Ｖ

〃
″
″
〃
〃
″
″
″
〃

２
０
１
８
４
８
１
１
７

５
２
０
５
０
２
４
２
５

〃
〃
ノ
ク
グ
ノ
ノ
ノ
ノ

７
５
１
５
７
２
９
９
４

２
４
５
４
０
２
４
４
３

７
０
２
０
０
０
０
０

３
０
５
２
２
４
３
３

５
６
６
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１

２
１
２
１
２
３
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２

唾
６
略
７
，
肥
巧
皿
哩

０
１
８
８
４
５
０
４
０

８
１
９
１
６
７
６
０
３

７
３
７
５
５
７
２
１
８

０
９
０
７
８
１
０
０
９

３
２
３
２
２
３
３
３
２

咽
７
皿
１
４
面
哩
皿
８

へ

２
８

″
″
〃
〃

７
６
９

２
１
０

グ
ノ

ノ

０
３
６

０
０
５

８
０
２
３
６
６
１
１

２
３
２
２

９
面
９
四

４
１
５
５
１
２
８
１
２
３

２
西

’Ⅵ 日
１
４
０1 36363 18

※<BIGAPPLE>網代崎と定置網東端間通過のため失格。

4日1400より表彰パーティーを行った。NORC会員

より，レース後にパーティーをやってほしいという要

望が強いと聞き，諸磯ヨットオーナーズクラブに協

力を求めて開いたのであったが，前日の疲労のため

か出席があまりよくなく，40人程度のささやかなパー

ティーになってしまった。しかし，出席の方々には非

常に好評で，毎年やるように要望され，諸磯ヨットオ

ーナーズクラブ会長の熊沢氏より，毎年初島レースの

後にはパーティーを行うのを恒例にするとの約束をい

ただいた。

今回の初島レースは，大荒れのレースであったが，

<DOLLY>がスピンポールを折っただけで事故もなく，

無事終了したことは，参加各艇の日頃の艇の整備とと

もに乗員の技術の進歩といえると思う。

最後にコミッテイーに協力していただいた方々に感

謝するとともに事故のないレースが今後も続くよう祈

ります。

スタート直後のファーストホーム艇く摩利支天>(左）

と3位のく龍飛>(右）

第1回

内海ビッグボート

レース優勝の記

<コテルテル>オーナー

山口照雄 へ

3月20日,21日の大阪湾一周レースを引っかけて，

22日インショアニ本，28日同一本のNORC内海支部主

催ビッグボート・レースが，西之宮をベースに本年初

めて行われ，遠来のくカズ〉（広島)，〈シンドバット〉

(中京)，〈銀河>(琵琶湖)等を混へ，2トン5隻を筆頭

に3/4トン以上の内海の強者達が覇を競うことになった。

小型艇を含まないレースであるために，後方はるか双

眼鏡でも見えないような艇とレーティング上の争いを

しないですむのは何としても有難く，これでこそ戦略，

戦術も成り立つというものである。

20日の大阪湾一周レースは例によって夜8時スター

ト。小生はスキッパーの山村君ともども天気図を眺め

て乗艇中止，お互い近来不調の肝機能を大事にするこ

とにする。

果たして夜半より降雨，「やれやれ｣と思いながら翌
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あかん，ゼネリコとちやうぞ，はよ行こ｣｡御丁寧にセ

ール交換でジェノアまで下ろした我が艇，慌ててドン

尻で走り始める。「余裕ですなあ｣とゴミティー艇が大

笑いしている。

「まあ憎まれんとこ思いましてね｣笑って手を振った

時，「ラダーが利かん｣と山村スキッパー「チェーンか

ギヤがいかれたらしい｣。「え－〃ほんまか？」

確かにラットが空転している。全員大慌て，セール

ダウン，舵輪を取りはずし，ラダー・シャフト・カバ

ーをはずし，イマージェンシィー・ティラーを探し回

り，やっとみつけて取り付ける。帆走可能になった時

すでに先頭艇のくトーゴ〉は，ワン・レグ近く先行し

ていた。その間約15分以上。

「こらおもろいで，これで追いついたら大笑いや｣と

山村弟。ところが，日頃の精進の良さのせいか追いつ

いてしまったのである。

下のマークでくトーゴ〉以外の全艇にだいたい追い

つき，次の上のマーク間近でくトーゴ〉にすれすれで

ミート，山田先生の顔が引きつっている(?)。が，好事

魔多し，マーク回航前のタックが早すぎ，今一度タッ

ク，再びタック。これは大失敗で，次のフリーはくト

ーゴ〉得意のクォーター気味の微風デッドランに持

ち込めばチャンスをつかめると，何度か試みたがわな

にかからず，ついにわずかの差を保持して逃げ込まれ

てしまった。

そんなわけで，あまりカクカクたる勝利というわけ

ではなかったが，優勝は優勝。第1回内海ビッグボー

トレースの総合優勝のトロフイーは我が手中に収まっ

たのである。

付記：特に3位になった新艇,高井設計のワントン<サ

マーボーイ〉の健闘を付記しておく。

早朝ハーバーに急いだ。予想以上にレーステンポが早

く，もうすでに我が艇はじめ続々と入港している。順

位を見るとくコテルテル〉一着くトーゴ〉二着,まず

順当なところだが，〈トーゴ>との時間差が少なすぎる。

どうもクルーの大半が訓練中の新人で，淡路島．洲本

沖のブイ回航に失敗新品のスピンを破り（聞いたと

たん，肝臓の痛むことしきり）約20分強潮に流され，

何隻かの後続艇に大きく抜かれたようである。

その後，潮流と風向きを読んでスキッパー諏訪君の

決断で，他艇とは別の方向に向かい，西之宮沖でミーー

卜した時は再びトップにおどり出たようである。しか

し,すでにゴール間近で,〈トーゴ>の前をかすめての(?）

ファースト.フィニッシュ。山田東吾先生に「いつも

洲本沖では侍っていただいて｡…･･」と皮肉られる。

第2レースは，ジェノアとコースの選択を誤り，上

のマークの回航からくトーゴ〉に水をあけられる。お

まけにくノミ〉にまで先行され，走りにさっぱり鋭さ

がない。フィニッシュ寸前，風向きの変化を素早くと

らえて，先んじてジャイブ，慌ててジャイブに入り，

艇速を失ったくノミ〉を押えてフィニッシュ。〈トー

ゴ>には完敗｡例によって近寄って来たくトーゴ〉から，

「もうやる気なくしたやろ」と山田先生。

「馬鹿ぬかせ，まだ言うの早すぎるぜ」……。

第3レースは慎重なセールの選択と，コース決定の

せいか，見違えるような走りでくトーゴ〉を上下に押

さえ上り切る。大差をあけてマーク回航。更にフリー

で大きく水をあける。そろそろ東吾先生に言う言葉を

考え始めた時，風が落ちてきた。やがて極微風忍耐

の闘いとなった。

こういう風のフリーでは，メンスルの大きいくトー

ゴ〉の走りは悪くない，じりじりと近づいてくる。

「やれやれ，何とか吹いてくれんかなあ」と思ってい

た時，接近してきたジュリー．ボートが，コース短縮

を知らせてくれる。｢OK,多分フィニッシュはうちだけ

やで」とクルーのだれかがつぶやいている。予言適中

でドロンギリギリにフィニッシュ,他艇はオールDNF

一挙に大量得点で，失格以外まず優勝間違いなしとな

った。

「おい，〈トーゴ>そろそろフネ売って新しいの作りと

うなったやろ」

「こんなことでもなけりやくゴテルテル〉勝たしてあ

げられん，困ったこっちゃ｣……と東吾先生負け惜しみ

の弁。

最終レース，昨日の暴言がたたったのか波乱万丈の

レース展開となった。

「コテルを失格させる会｣なるものが発足したとかで，

朝ハーバーで会う連中の笑いが気にかかる。失格にな

ればもちろん昨日の大量得点は無に帰する。慎重にス

タート。「おいゼネリコや｣確かにリコールのサインは

あったが，他艇はどんどん走ってい<｡よく見ると，

コミッテイー艇に「リコール艇あり」のフラグ，「こら

（
一

I
へ

』

蔭三一

イラストレーター：若井あゆ子

(7）
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I

東京湾フレンドリー
カップレーヱ可

フレンドリーカップ実行委員会

56年の初めより東京湾内に停係留しているヨットマ

ン達の親睦を兼ねて，第1レースが木更津のドルフィ

ンヨットクラブのお世話にて7月19日に行われました。

また，第2レースは，9月6日に横浜市民ハーバーの

方々のお世話により楽しく開催されました。最終レー

スは，11月29日東京港の突きあたりにある浦安七一リ

ングクラブのお世話により行われ，1981年のフレンド

リーカップのスケジュールは無事終了いたしました。

さて，ここで第1回大会での感想をレースを通じて

話させていただきますと，第1レースの木更津から浮

島までのレースは，微風に終始し，小型艇が上位をし

め，最後まで木更津のヤマハ軍団とせりあった浦安七

一リングクラブ（以後USC)のくノースウインドー〉

(U-26)が結局総合優勝を果たしました。

第2レースの横浜市長杯は，第1レースとは打って

変わり，7～10nﾘもの良い風に恵まれ，ファーストホー

ムを横浜のくジュール>(林42）が果たし，着順2番の

USC<風小僧東京>(U-34)が3位以下に水をあけ

総合優勝をとげました。このレースでは横浜フリート

のくソルティードッグ>(VAC28)の健闘が目につき

ました。

第3レースのUSC主催，浦安一木更津間(20M)は，

横浜，木更津，船橋等からの参加艇が前夜の強風のた

め到着せず，コミッテイーは約1時間スタートを延期

しましたが，ついに船影は見えず，浦安と銀座バース

の一騎打となりました。浦安から真南に打たれたブイ

までのクォータリーでは,USCのく風小僧東京〉と

くシーハイル>(DOU34)及び銀座バースのくレジー

ナ>(HOL34)がデッドヒートを繰り広げ，マーク回

航は,〈シーハイル>，<風小僧東京>,〈レジーナ〉と％ト

ンがそのスピードにものをいわせて先行しました。こ

れに少し遅れて,<サンダークラップ>(PIO28),(ド

ンキーF>(NAK30),<カプリコーン>(DUF30),<ア

ラクレーム>(SK31)と続き，帰路10マイルの真上り

でのタクテイクスの勝負となりましたが，地元勢が強

く，ファーストホーム総合優勝を横浜に続いてく風

小僧東京〉が飾り，2位くシーハイル>’3位くサンダ

ークラップ>’4位くドンキーF>と上位をUSCが独

(8）

－堅
守

｡P

連、一

渉

塾戴

一q』■凸

鐸 塞

〆"甜

昌；ｷﾖ

_ｰ

ぎ--…－"鐘

､‐

最終レース写真提供：ヤマハ

占してしまう結果となりました。この結果，第1回東

京湾フレンドリーカップ優勝チームは，浦安セーリン

グクラブとなり，シリーズでのポイントゲッタ一はくノ

ースウインドー>’2位く風小僧東京>’3位くサンダー

クラップ〉とくドンキーF>と，これまた浦安七一リ

ングクラブの圧勝に終ってしまいました。1982年の第

2回東京湾フレンドリーカップには，是非とも他のフ

リートの奮起を期待して総評に代えさせていただきた

いと思います。

なお，次回大会からは，館山フリート，岡本ヨット

等のクラブが参加される予定であり，より一層楽しい

レースが行えるものとコミッティー一同考えておりま

す。奮って参加して下さることをお待ちしております，

千葉

山

山
一リングクラブ

へ

へ
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第1回東京湾フレンドリーカップレース成績表
NORC

艇種T,C､F，木更津･浮島7/19横浜市長杯9/6浦安オータムレース10/10淵安-木更津レース11/29総合
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夏期の関東・東北沖の海流概況

谷穎男海上保安庁水路部海象課長二二

1．はじめに

関東から津軽海峡に至る東ll本沖合には，黒潮，親

潮，両者の混合域津軽暖流等が入りくんで流れてい

る。黒潮は，フイリッピン火沖に源を有し，台湾束沖，

東シナ海，ノLj|llifi方,ILIfl･本州南岸沖を経て伊豆海

嶺を越えて房総半島南東沖を火北進し，犬吠崎付近か

ら本州を離れて束または北東に進む。そして太平洋の

東経160～170度付近までかなり顕著な流れが存在する。

黙潮が本ｸ‘|､|を離れてからの部分は黒潮統流と呼ばれる。

一方ベーリング海やオホーツク海にその源を有する寒

流である親潮が，北海道＃i來岸に沿ってI+iドして東北

沖に達する。更に’|本海を北|そする対馬緩流の大部が

津嵯暖流として津軽海峡を経て太平洋に入り，親潮の

|ﾉLi側を東北沿岸沿いに｢*jl<している。＃〔北海区はこれ

らの海流が複雑にさくそうし，混合し合う海域である。

この海域の夏期の海流の概況を示すために，海洋資料

センター編集による海洋環境図(海流編)からの一部を

転載する。これ等の図は昭和20年代の終わりから現在

までの匡l内各海洋調査機関（海上保安庁，気象庁，水

産庁，防衛庁等）の電磁海流計(GEK)による観測デ

ータを統計処理して得られたものである。

第1図-Aは海流ベクトル平均図であり，これから

海流の平均像が得られる。ただし，一般に海流は流速

のみならず，その流路の変動が激しいので,11,f間空間

的に平均化されたベクトル平均ilHは個々の実際の海流

よりかなり低い（％～％ぐらい）値を示していること

を忘れてはならない。しかし平均流路や流向はほぼこ

の図によって示される。第1図-Bは緯度・経度30分

メッシュ内の過去雌大の測得海流1[Aを示す。犬吠'崎か

ら三陸沖までは2ノット以ドの岸沿いのifiド流があり，

その東側の沖には2～3ノットの北上流が卓越する。

毎登

図-1A海流ベクトル平均図B最大海流図 C標準偏差図
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図31982年4月上中旬の黒潮流路津軽海l峡に近づくにつれて束流や南流が3ノット以上

になる。

海流の変動の程度を示す指標として海流の標準偏差

図を第1図-Cに示す。標準偏差とは，第1図-Aで

示される平均ベクトルからの個々の海流のズレの標準

偏差を意味する。房総沖でl～2ノット，東北沿岸で

0.6～0．8ノット，津軽海峡ではlノット以上である。

一般的にいって，標準偏差はベクトル平均と同程度か

またはそれよりも大きいことが多い。特に東北沖合で

は標準偏差の方がはるかに大きい。更にベクトル平均

海流の大きいところでは標準偏差の値も大きくなるよ

うな一般的傾向があることもわかる。

‘ ｰ

へ

簾

0

3F一

p 浪・調

v錫

一

2．房総南東沖の黒潮

房総半島南東沖での黒潮の流路は，大別して第2図

に示すようなI肌1つのタイプに分けられる。しかしこれ

らはl～2力Ilぐらいで一つのタイプから他のタイプ

に変わって行く。最もよく起こる変化の順序はN→B

→C→D→N→……の順であり，その割合は約60％に

達するが，これ以外の順序で変化することもある。特

に東海道沖での黒潮の蛇行スケールが大きかった後で

~『

（
｝

←

~

｜ ○
｜，，｛

30
11

'40。

房総沖，関東沖の冷水現象を起こしやすい状態にある。

いずれのタイプのときも黒潮主軸の流速は2～3ノッ

トぐらいで，まれには4ノットを超すこともある。

黒潮が本州を離れてからは不規則な蛇行を示しなが

ら東方に向かうが，平均的には東経144度付近を蛇行

の峯とするようである。この付近の蛇行の峯が北方に

拡張され著し〈くびれた形になると，遂にその根元で

ちぎれて黒潮の南側の暖かい水を囲んだ孤立暖水塊と

なり，徐々に北進し，周囲の水と混合しつつ半年～一

年ぐらいを経て北海道南東沖にまで達する。一方黒潮

の一分枝は常磐沖を北來進して金華山沖付近まで達す

ることがある。餓近では黒潮は房総沖でやや離岸して

北東進しているが，削述したように流軸の位置は変動

するので，現在の知識ではl～2カ月先の流軸の位置

を予測することは困難である。

図2黒潮の型(非大蛇期）

35.N

。巳

＝ 1－

◎

30N
ﾛロⅡ

l40｡EI35｡E 3．東北沖の親潮

親潮とは，ベーリング海，オホーツク海にその起源

を有する寒流であり，この寒流が栄養塩類に富み，プ

ランクトン量が多く，漁類を育てる親となるという意

味で名づけられたものであるという説もある。

親潮は北海道南東岸沖から東経142～143度に沿って

南下して，三陸沖の沿岸近くを金華山沖付近まで達す

る。冬．春期には常磐沖近くまで南下することがある。

この流れを親潮第一分枝（または第一貫入）とも，沿

岸分枝ともいう。この分枝は南下の後，北東進し，再

び東経146～147度付近を南下後，北東進した後東進す

る場合が多い。これを親潮第二分枝（または第二貫入）

とも，沖合分枝ともいう。

は,C→B→C等の繰り返しが行われることが少なか

らずある｡

今年に人ってからは,1～211にB型,31-1上中旬

にC型,31-llく旬ではB型とD型が同時に現れ,4月

上中旬には東海道沖でB型で，房総沖ではややN型に

近い複雑な型になっている（第3図に海_k保安庁水路

部発行の海洋速報第8号の一部を示す)。

一般にB,N型では黒潮は房総沿岸では比較的岸沿

いに流れているが,C,D型では房総半島から離岸し

て流れ，北方の親潮系の冷水が犬吠崎沖を経て南下し，

(11)
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黒潮統流から分離した直径100km以I:にも及ぶ大型孤

立暖水渦(年にl～21111分離)もこの混合水域内に形成

され，徐々に冷却されながら北または北東進するもの

である。

第5Ⅸlは來北沖の親潮，黒潮統流，混合水域，津軽

暖流のｲ||対的な配置関係を示す模式|叉Iである。実際の

配置は年や季節によって変化することはいうまでもな

い。

図4平均海面水温図(7月）
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１ 4．津軽暖流

｜|本海の対馬暖流は本州北山岸沿いに北|畠するが，

津慨柾峡IjtiIIで二分され，その60～80%は津軽海峡に

流入して東「lから太平洋に流入する。残りはそのまま

北海道Iﾉ町岸に沿って北l名する。津焼暖流は季節変化が

比'鮫的|ﾘl脈に現れ，夏～秋に雌人となる。津軽海峡|ﾉﾘ

では．そのiﾐ流部は2～3ノッ|､に達する。津韓海峡

を抜けた海水は－．般に束流し，その後'|､梯l･l111りに曲が

り，雌後にはニミ陸海州&に沿ってIW流する。その水流は

犬吠崎付近まで認められることもある。この流路の|1,1§

I;|-l'ilりの肌曲によって|州まれるI1湧水は，津軽I暖水とl'f

ばれるが，その占める1h噸は津1朧I暖流の強弱によって

支配される。すなわち晩夏から秋にかけては，この火

方への拡がりはほぼ襟裳IMIIにまで達するが，冬期は|く

北､|酒hのすぐ束にまでしか達しない。晶陸沖で親潮輔

一分枝と接する境界付近では，冬と春では約lノッ|、

夏と秋では2ノット近くまで述する。企堆ll1よりIIfi7/j

でのlfilく流は1ノゾト程度またはそれ以|くである。

‘

へ

5Kい－ごーー～－25

I

冷い親潮水の＃iドは水温分布より明らかに認められ

るが，流速は弱く0.5～lノッ|､以内であり．余りﾛﾉl

隙でないことが多い。またそのI照も15～20浬ぐらいと

考えられている。親潮の海面水温は二陸沖で奥21℃，

冬3℃ぐらいで季節変化が大きいが,100ml'iｲでは年

間を通じて8～9℃以|くの中冷水がみられる（第4図

は夏期の表面水温を示す)｡親潮第一分枝は後述する津

1際|暖流との間に伽著な潮境を作りながら南~|くし，その

位置は津鮮暖流の強弱によってかなり変動する。

_J墜沖の親潮と照潮統流のi111の海域は混合域または

混乱域と呼ばれ，数多くの暇冷水渦が不規則に分布し，

それが広域にわたってさ迷い卿jくことが多い。liii述の

5．津軽海峡の海潮流

｜|本海と太平洋とは約lOCml)il後の平均水位兼があり

このため｜|本海を北|竜してきた対'!1jll屡流の人lifllは津,帷

ll屡流となり，更に仙勢となって太一､ド洋へ流入する。ま

た,ll本海側と太平洋仙lとの潮汐のタイプも非術に異

な‐ﾉているため，その

’{､f々 の潮位兼に応じて

かなり'ji!ぃ潮流が生ず

夕堅

図5東北沖の海流模式図(左：川合，右：増沢）
る。したが-,てこの海

峡における流れは，海

流と潮流が合成された

ものであり，雌仙6～

7ノットにも進=ﾘｰる。

しかし|'il海峡におい

ては，－．般には椰流の

方が潮流よりやや強い

ので，ほとんどの1ﾘlⅢ

!|14〔流が兄られる｡すな

わち’きげ潮流(火流)11,1§

は棚流と重さな-』て抽

ぃ來流が，｜くげ潮流(|川

流）｜|､ドは加流と雄し'ﾉ｜

きして豹い火流が兄ら

45．
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れる。わずかに潮流最大の

夏・冬朔望期ごろに東口に

おいて一時西流が見られる

だけである。

当海峡の海流は，一般に

季節変化があり夏期に強く

なる傾向があるが，その概

要は第6図に示されている。

本流はほぼ海峡の中央部を

流れ，流速は2～3ノット

程度である。地形の影群に

より，本流の北側には函館

沖，矢越岬～白神岬間に反

時計回りの環流（反流）が

あり，本流の南側には竜飛

崎～大間崎間及び大間崎～

j光屋崎間にやや大規模な時

I汁回りの環流（反流）が存

図6津軽海峡の海流図(夏期）

＃
鋤

‐
↓
芳
尻
〆
〃

、

◇小島

二国

一

在している。

潮流の型については，潮汐は1Ⅱ2回潮を示してい

るのに対して，潮流はll周潮流が半日周潮流より大き

いので，月の赤緯が小さい春・秋朔望期に1H2回潮

が見られるだけで，それ以外はほとんど1111回潮と

なる。潮時は西口,lkIIともほぼ同時であり，東流の

餓強流速は函館の低低時後2～3時間後に起こり，雌

弱流速は函館の高高潮後l～3時間後に起こる。夏期

の詳細は次の通りである(汐首IIIIII～大間崎間の中央部)。

最強流：低低潮十2時間0分

來流3～4ノット
夏冬両弦

最弱流：高高潮十3時間20分

來流1～2ノット

潮汐標準港は函館である。

第7図と第8図に海流と潮流を含めた夏期朔望（大

潮）のほぼ雌強流時と殿弱流時の流況を示す。海峡内

の海流図（第6図）に現れる沿岸部でのI1"|･lplりまた

は反時計hlりの環流（反流）は，ほぼ｢両}様に現れるが，

束流最強時にはその規模が小さくなる傾向がある。特

に函館沖の反時i汁I'IIりの環流は，潮流の影響により消

滅するようである。

最強流：低低潮十2時間20分

來流6.5～7ノット

皷弱流：高商潮+1時間30分

西流0～lノット

皇冬朔望

図8函館港の夏期朔望高高潮

（午前3時頃)後2時

M0．】0,”'30･40,50，】4】。

図7函館港の夏期朔望低低潮

（午前10時頃)後2時
。且
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はじめに

航行中に針路を海流に妨げられたり，潮に乗って予

定より早く目的地に着いたりなどの経験は皆さん誰し

もお持ちと思います。このように船舶の安全・経済運

航に海流の情報は欠くことができません。これにとど

まらず，海流は気象にも大きな影響をもたらしていま

す。海洋は地球上の熱エネルギーの貯蔵庫であり，海

流はその運び手の役割を果たしています。最近，各地

で異常気象が頻発していますが，これは気象だけの問

題ではなく，海流を始めとする海の変化が大きくかか

わっています。このように各方面に影響をもたらす海

流の観測はこれまで観測船によって行われてきました

が，近年人工衛星を利用して，海流を地球fくまなく，

頻繁に観測することが試みられるようになりました。

浮遊型ブイ

このブイは大人とほぼ同じくらいの大きさで,内部に

水温計,気圧計及び小型送信機を塔載し,海流に乗って

漂流しながら毎分約1秒間ずつ電波を発信します。ブ

イからの電波は上空を通過する軌道衛星(TIROS-N)

で受信され，地上局の上空で陸上に伝送されます。フ‘

イの位置は衛星航法システム(NNSS)の原理に基づ

いて決められます。ブイは通常1年以上の寿命があり，

人工衛星が上空に来るたびにその位置が決められ，こ

れらを連ねれば海流の様子を知ることができます。

昭和53年から54年にかけて，この型のブイが南極の

周辺海域で多数使用され，南半球の気象予報精度の向

上等に大いに役立ちました。日本近海でも昭和52年以

降，20余個のブイが内外関係機関により放流され，現

在も黒潮はもとより，北太平洋の海流の観測が時々刻

刻行われています。

レーダー高度計

浮遊ブイのほかに，海流を広い範囲で同時に推算す

る方法として，衛星から海面の高低を測定することが

試みられています。大規模な海流は海面の等高線に沿

って流れ，その向きは北半球では流れてくる方向を背

にして右側に海面の高い方をみるようになっています。

例えば，日本南岸を流れる黒潮では，その本州側と

沖合側で，海面の高さにおよそ1メートルの差があり

ます。伊豆諸島近海では，黒潮はおおむね三宅島と八

丈島の間を東へ流れており，下図に示したように，海

面は八丈島の方が高くなっています。このような海面

の高低を常時監視できれば即座に海面の流れの様子を

知ることができます。

人工衛星から海面の高低を知るためには，衛星に塔

載したレーダー高度計から電波を発射し，海面から反

射して戻ってくる時間を測って人工衛星と海面との距

離を正確に測定します。もちろん人工衛星の高度が正

確にわかっていなければ，海面の高低は正確にはわか

りませんが，近年，人工衛星に関する軌道力学と追跡

技術が進歩したおかげで，人工衛星の高度がかなりの

精度で求められるようになりました。昭和53年に打ち

上げられたアメリカの海洋衛星(SEASAT-1)では，

およそプラス・マイナス20センチメートルの精度で海

面の高低が求められることが確かめられました｡しかし

海流の様子を的確に監視するためには，プラス・マイ

ナス10センチメートルの精度が必要で，〒層の改善が

続けられています。

この他宇宙からの海洋観測として赤外放射計によ

る海面水温の測定，マイクロ波散乱計による波浪や海

上風の推定等も行われています｡なかでも赤外放射計

による海面水温の観測は既に実用の域に入っており，

気象庁でも「ひまわり」から得られる西太平洋の旬平

均海面水温の分布図をJMHでFAX放送しています｡(日

本時間5，15，25日の19時36分から｡）

日本でも昭和61年に宇宙から海を測る各種の手法の

実用化を目指したMOS(海洋観測衛星）シリーズの打

ち上げが開始されることになっており，内外から注目

されています。これらの人工衛星から得られる海の情

報を，海上で活躍されている皆様に1日も早くお届け

できることを念願しています。「海と安全」より

一

へ

遠州灘からみた伊豆近海の海面の高低と黒潮

一

八
丈,とマイクロウェーブの

(手前から向こうへ流れる）
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１
ｌ
ｂ

車 イスの人魚インド編
“フィアーナ"が海に還る日③

石井浩一･フィアーナ

〒黙認錘_‐戸F

窯

先を思いやりながら空港を後にしました。街までタク

シーでしばらく走るということと，今夜はクワリとい

う祭りだから人出がすごいということ等レアリーが話

してくれました。

タクシーがスタートした途端に，神風タクシーを上

回る恐ろしい運転をし，中央車線もなく，デゴポコ道

を人が横切っていてもおかまいなしにとばすのには，

まず度胆を抜かれてしまいました。

さすがに街中に入ると祭りで道路が人で埋まってし

まい，のろのろ運転が始まりました。そうしたら，そ

の群衆が車の中をのぞき込み，その中でも酔っ払いや

乞食達の何人かが，後ろの半開きの荷物を積んだトラ

ンクにヨタヨタと近づいてくるではありませんか。今

度は後ろの荷物の心配となりました。結局，ホテルに

着くまで初めての土地という要素も加わり，一時も気

持ちの休む暇がなく，ホテルの部屋に落ち着いた時に

は二人ともグッタリしてしまいました。

一夜明けて，カルカッタの街の中を行き来している

サリー姿，人力車，牛が路上にふんぞり返っている姿

を見て，初めてインドに来た実感が湧いてきました。

この日は日本大使館へ行方不明の荷物の件につい直訴

に行き，その足で我々の利用した航空会社にクレーム

をつけに行き，早急に荷物が返ってくるような措置を

講じるよう頼んで引き上げました。その夜はレアリー

の家族の夕食に招待され，楽しいひとときを過ごしま

した。彼の家にはテレビがあり，夕方から3時間程放

送される間は，近所の人達が30人ぐらい押し寄せ，な

んとなく私の子供の頃の情景が目に浮かんだのでした。

二日目から，あちこち市内を歩き回るようになり，

公衆市場をぶらつき，取り敢えず着る物を買い込み，

町の小さな食堂で得体の知れない食事を初体験しまし

た。そして乞食にも追いかけ回されました。というの

は，何かくれという一人にパイサ（1円にも満たない

通貨）を与えたのがその始まりで，その途端に20人く

らいの大人・子供が入り混じり，寄り集まって来たの

です。金はないよとのゼスチャーはもう通用しません

でした。彼らの中には癩病持ちまで含まれていて，フ

ィアーナの目と鼻の先まで近寄ってくるのです。あま

りの気味悪さについにフィアーナが怒り出してしまい

ました。サパイサを奮発しましたが，それを投げ返し，

もっと大きいのをくれということをききません。とう

とうフィアーナがかんしゃく玉を破裂させてしまいま

いよいよメインの目的地インドに向けて発つ日がき

ました。

無事手続きも終わり,荷物も預け,コンベアーの上に

我々の荷物を乗せるのを確認してから飛行機に乗り込

み，インドでの最初の滞在地カルカッタに向かいまし

た。長時間のフライトでフィアーナはかなり疲れてい

ると思われましたが，沖縄滞在時代に知り合ったイン

ド人の友人レアリーに再会できる楽しみで疲れも吹き

飛んでしまった様子でした。

タラップを降りて税関へと向かいました。ガラス越

しにレアリーの姿を確認して一安心しました。ベルト

コンベアーから流れてくる荷物を受け取りに行き，預

けた二個の荷物のうちひとつの荷物を確認。ところが，

いくら待っても片方の30キログラム近い荷物の入うた

大型バッグが出てきません。他の人は次々と通関手続

を済ませ，ロビーの方へ姿を消して行きます。最後に

ふたり取り残され，困惑していました。バンコックか

らカルカッタに着く間のことです。なにしろ私達の衣

服，日用品，タイで買った土産類のほとんどが詰まっ

ているバックパックだったのですから慌てました。係

員に事情を説明したら「我々の落度ではない。多分バ

ンコックでやられたんだろう。運が悪かったんだ｡｣と

言う。急に腹がたって係員に悪態をつきながら迫った

が，らちがあかず，友人も窓越しに心配そうにこちら

をのぞき込んでいたので，取り敢えず通関手続きをす

ることにした。かなり持ち物のチェックは厳しく，私

はカメラ，時計,指輪等々，金目のものはすべて書き出

し，無事手続きが終わり，女房の方を見ると，税関の

職員と言い争っているではありませんか。内容は,「車

椅子から立ちなさい｣，「いや，身体が不自由なので立

てない｣，「立てるはずです｡横着しないで立ちなさい」

と，押し問答をやっているのです。その理由は後でわ

かったのですが，インドではカースト制度があり，女

房は大金持ちで車椅子にふんぞりかえって，人に押さ

せて旅行できるような身分の人だと解釈したのでした。

揚げ句の果てには，私に向かって,「お前はこの婦人に

いくらで雇われている？」と人を見下げたような言い

方をするのです。夫婦だと言っても信じてくれず,「じ

ゃあ，雇われた夫か？」と聴くので，我々はたまりか

ねて外で侍っていた友人を呼び，説明してもらい，や

っと納得させたのです。そのころには我々と友人のレ

アリーと数人のポーターがいるだけでした。これから

《
一

一L
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した。それも無視され，思案にくれていたところ，レ

アリーのお母さんに出会い，彼女の一言二言でおとな

しく退散してしまいました。そうこうしているうちに

半月がたち，その頃にはヒンズー語の片言もしゃべれ

るようになり，うまく彼らをあしらえるようになりま

した。フィアーナも私もまず最初に覚えたのが,「1パ

イサもない｣，つまり金はないという言い回しでした。

この言葉は我々にとって常用語になりました。

ホテルの門の前には，路上生活者約40人,7～8家

族がいて，ホテルを出る毎についてくるのです。また，

タクシーに乗れば，信号待ち毎に手がニューと伸びて

きます。中には，癩病持ちの人がいて，手の代わりに

あの独特の顔を突っ込んできます。自分で身動き出来

ないフィアーナは，最初はかんしゃく玉を破裂してい

ましたが，言葉少なにでも話せるようになると，彼ら

をうまくあしらえるようになっていました。

我々がまず覚えたのは，「今日は暑いですね｣，「お名

前は」等のごく基礎的なものと「金はない｣，「高すぎ

る。安くしろ」という言葉でした。彼らは，外国人に

は必ず高い値段を吹っかけます。まともに彼らの言う

値で支払ったら，地元の人々の払う価格の何十倍かを

支払うことになります。我々は次に数の言い方を覚え

ました。そこでまず，インド人の買い物を見ていてそ

の最終的な値段を聞いてから買い物をするようになり

ました。

そのおかげで，現地の人とほぼ同じ値段で買い物が

出来た代わりに市場の店主達からは総スカンをくらう

ことになりました。

それから確か,カルカッタ滞在4日目の事でした｡フ

ィァーナが早朝から妙な咳をし始め,熱が出て,苦しそ

うな表情を見せます｡湊も喉にからまり出てきません。

腹筋が弱いだけに努力しても疾がなかなか切れないの

です。手で押して腹圧を高めてやると少し切れるよう

になりますが，彼女は，お国柄かどうかわかりません

が人前に疾を吐き出すのは恥だとし，僕らがいくら説

得しても，口から外に出そうとしません。そして深夜

になる頃には，呼吸が非常に困難な状態に陥ってしま

いました。レアリーが頼んでくれたドクターは夕方一

度診察に来て,「もしこれ以上悪くなれば改めて連絡す

るように」と，言い残して帰って行きました。「大丈夫

よ」と，頑固に言い張っていたフィアーナでしたが，

さすがに夜中になってからは苦しい表情を隠し切れな

くなりました。

ドクターゴラッシュ（カルカッタではかなりの名医

と言われている）に電話を入れ，状態を詳細に報告し，

指示をあおいだのです｡｢カルカッタに設備の整った病

院があるので，すぐ連れてくるように」とのこと。レ

アリーがタクシーを拾ってくれましたが,運転手は｢特

別なケースで走るのだからチップをはずめば乗っけて

やる」と言うのです｡｢この野郎／」とつい日本語が飛び

出してしまいました｡こちらの事情がわかっているので

相手も強気です。しかし，急を要する事なので，条件

を飲むことにしました。運転手に対する怒りと，フィ

アーナに対する不安が交錯するなか，車はやっと病院

に到着しました。表にはドクターゴラッシュが待ち構

えていてくれ，さっそく集中治療室へ向かいました。

玄関を通り抜けたロビーの所に，何と車輪までが木製

の車椅子が鎮座していました。それを横目で見過ごし

ながら，急に不安感が脳裏を横切っていきました。病

院の外観はさすがに近代的なものでありましたが，あ

の車椅子は，背筋を寒くさせるものがありました。

フィアーナは，ドクターと看護婦三人と共に集中治

療室に吸い込まれていきました。廊下で待つこと約2

時間その間に看護婦が増え，色々な機械が運び込ま

れて行くのでした。その度に不安感が高まり，落ち着

きがなくなるのがわかります。看護婦が治療室から出

入りする度に，ドアの隙間からフィアーナの姿を必死

に捕らえようとしました。この2時間は，私が経験し

た最も長い時間でした。

ドクターに呼ばれて中に入ると，フィアーナは心配

させまいと，笑顔を作ってみせました。僕も笑顔で応

えようとしましたが，唇がひきつってしまいどうしよ

うもありません。ドクターから「肺炎だろう」と言わ

れました。気管切開が必要であるが，フィアーナがそ

れを拒否しているので（彼女は16歳の事故の時一度気

管切開をしている）残りの手段は，鼻からプラスチッ

クの管を肺まで通すことだが，麻酔なしでやるからか

なりの苦痛を伴う。普通だったらこの時点で失神して

いる人が多いので，何もわからないうちに管を通して

しまうが，彼女の場合は意識がはっきりしているので，

あまりこの方法は勧められない。あとはあなた達の決

断に任せると言われました。

二つに一つを取れと言われ，どちらにしてもひどい

目に合うことだし，フィアーナ次第だと思いました。

結局，フィアーナは自分の体にこれ以上傷を作りたく

ないという気持ちが強く，管を肺に入れる方法を選ん

だのです。

「それでは準備に時間もかかるし，あとは我々に任せ

て，取り敢えずホテルに帰りなさい」と，ドクターに

言われましたが，木製の車椅子が頭から離れず，おま

けにドクターから病室においてある機械の操作を教わ

っている看護婦達を見ていると，とても帰る気にはな

れませんでした。そこで一応帰るふりをして，玄関

から駐車場へ出て，しばらく外の空気を吸い，1階の

待合室にもどり，そこで待つことにしました。今まで

付き添ってくれていたレアリーが帰るのを見送り，駐

車場から丁度玄関に向かおうとする時でした｡｢ギャァ

ー」という，この世のものとは思えない声が聞こえ，

一瞬背筋が凍りついたようになり，その場にへたりこ

んでしまいました。その声は，病院の隅々にまで聞こ

えたらしく，あちこちの病棟でささやく声が聞こえま

した。

１
１二厘

I

へ
Ⅱ
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ドクターの指示したものと違っていて，それが原因で

ショック状態を呈していたのです。

このあと一時的ではありますが，呼吸が止まり，心

臓もストップし，心臓マッサージ，人工呼吸が施され

ました。私は廊下で何の経過も知らされずただひたす

ら待ち続けていたのです。その間，悪い方へ悪い方へ

と考え，最悪の事態まで予想したのです。重苦しい雰

囲気が私の周りを取り巻いていました。

しかし，フィアーナは地獄の一丁目から自分で舞い

もどってきたのです。明け方になって峠も越し，改め

てフイアーナの生への強さを見せつけられた思いでし

た。これから後は徐々に回復の兆しが見え，入院して

10日目には退院してホテルで療養するまでになりまし

た。フイアーナ本人の希望もあり，ドクターの家の近

くで往診の回数を増やすという条件で退院を許されま

した。フィアーナも私もこの10日間というもの十分な

睡眠もとれない状態でしたので久しぶりの睡眠の後，

これ程眠れる事のありがたさを感じたことはありませ

んでした。

ホテルに帰ってからも，4日間は少し具合が悪かっ

たのですが，一週間もたつと，車椅子でカルカッタの

街を歩き回れるようになりました。しかし，何かと言

って外に出たい」とだだをこれるフィアーナを押えな

ければなりませんでした。

数日後，ドクターは私達を夕食に招き，フィアーナ

にこのまま旅行を続けさせることは無理であるから，

すぐ日本に帰りなさい，と忠告をしてくれました。し

かし，フィアーナは,｢私はもう大丈夫だし，せめて私

の夢であるタージマハールのあるアグラまで行きたい。

その後はおとなしく日本に帰る」と以前からの夢をす

てきれない様子でした。私にもその気持ちはよくわか

ります。ドクターは,「じゃあ，私の車でアグラの兄の

所まで送ってあげよう。兄も医者なので私も安心できる」

と言って下さいました｡でも，フィアーナは,「アグラま

での途中にはベナレス（ガンジス河に臨むヒンズー教

の聖地。ガンジス河の沐浴シーンが見られる。ヨガの

の行者も多い所やカジュラホ（壁面のから塔の外側を

びっしり埋めている彫刻群のある寺院)もある。9世紀

から13世紀の頃に作られた物です。この2カ所は素通

り出来ないので，自分達で歩き回りたい。ベナレスも

カジュラホもインドの誇りであるから，それらを見る

チャンスを与えようとしない人は罪作りである｡｣と，

ドクターを説得しました。確かにベナレスもカジュラ

ホも共に見逃せない一見の価値がある所だけに，私も

フィアーナの援護射撃にまわりました。ドクターは，

彼女の意志の強さに完服してしまいました｡彼女がこ

の旅にかけている執念についに行くことに同意してく

れました｡「この調子ではタージマハールどころで終り

そうにないな」というのが，その時の私の直感でした。

W
鶴

鐙慰､、，

１
１
（
）

タージマハール

朝の面会時間まで，待合室でひとり，一晩中，自問

自答を繰り返し，インドに連れて来たことを大いに後

悔していました。

フィアーナをこういう状態にいたらしめた運命をの

ろい，同時に何もしてやれない自分自身を責めて責め

抜きました。出来れば僕が代わってやりたい。その気

持が強ければ強い程，自然に涙が湧き出てきます。し

かし，涙は何の解決にもなりません。

朝，重い足どりでフィアーナの病室へ向かいました。

ドアを開けた時に目に映ったものは，片方の鼻に昨晩

の管が，もう片方には冑へ続く少し細目の管が通って

いたのです。少しでも管の角度を変えると呼吸困難に

なります。そういう事を無視して寝巻の付け替えをし

ている看護婦を見ているとその横暴なやりかたに腹が

立ち，ドクターに会い実状を訴え，フィアーナにいつ

も付き添えるよう頼みましたc彼は快く承諾してくれま

した。ところが，看護婦達は，ここのルールであると

主張しゆずりません。彼女達もプライドがあるから，

「任せろ」という。医療機器の操作を一から教わらな

ければならない私を，とてもじゃないが信用できない

というわけです。結局ドクターの説得で，相手も納得

しました。ドクターから器具の操作を教えてもらいま

したが，私は必死になって頭にたたき込みました。後

で彼女達何人かに操作法を教えるまでになりました。

フィア－ナも心強かったようです。しかし，夜勤の

看護婦長が，夜になると私を追い出そうとしました。

フィアーナ担当の看護婦の一人が看護婦長が回ってく

ると僕をトイレの中に隠してくれたりもしました。二

人，三人と協力者が増え，最後には，婦長もおれてく

れました。

ところが4日目の夕食後病室に帰ると，フィアーナ

の状態が急に悪化していたのです。婦長以下看護婦達

はパニックに陥り，わめき散らしているだけで，何も

しません。後でわかったことですが，注射液の内容が

へ
土

１
１

(つづく）
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イ)IORレーティング証書の新しい様式

IORルールが1970年に設定されて以来，ルールのル

ープホールをさがして，レーテイングの割に速いヨッ

トを設計しようとするデザイナーと，ループホールを

ふさごうとするルールメーカーITCとの攻防戦が続い

たが，このところ1～2年．ルールは安定の域に近づ

き，特に新MarkmAは，広範囲のヨットをカバーし

てよく機能し，満足すべき結果をもたらしたので，昨

年11月のORCでは，ルール改正の提案は1件もなかっ

た。

昨年までのレーティング証書の様式は,IORルール

設定以来のもので，新MarkmAルールのアウトプッ

トとしては不備の点が多かったので，今年から新しい

様式に変更された｡(表1，2，3）

表2の:6LIMIT","PENALTY"の項はこれまでな

かつたもので便利である。また,"RATINGVALUE''

のところで,MR,R,とMRA,RAが別々に出るよう

になっているので,MarkmAの意図が理解しやすい。

表3の備品目録(Measurementlnventory)が，新

たにレーティング証書の3ページに加えられることに

なったd

この備品目録は，ヨットがレース状態で用いる道具

類(Gears)や，備品類(Fixtures)の数量と置き場

所を指定したもので，レース時に備品目録に合致する

状態に保たれていない場合は，そのヨットのレーティ

ング証書は無効になる。

昨年のSORCでは，数艇が，故意に，レーティング

計測時と違った有利な状態でレースに参加していたこ

とが分かり，失格となってオーナー，艇長は，公式レ

ースへの一年間の出場停止のきびしい処置を受けた。

り
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表3（詳しい内容についてはP29計測委員会からのお知らせの記事参照）今年からは，備品目録を作成表3（詳しい内容I
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ステッカーを張ることにしたが，

この方法は，将来，世界共通の

ルールになる可能性がある。
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2)HulIDateー竺……""……""
J…齢

新MarkmAルールは，ヨッ

トのHullDateによって,Divi-"=

sion1,2,3に分類され,T~Eー……－－，“恥．
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によって組み立てられているが，

全体としては連続性を保ってい
プ

つo

分類は,HullDateが，

1972年12月以前のヨットは,Div.1

1973年1月から1975年12月までのヨットはDiv.2

1976年1月から1980年12月までのヨットはDiv､3,

となっている。

1981年1月以降の新しいヨットに対してはもちろん，

IORルールがそのまま適用される。

HullDateの定義は，ルール110によれば次の通りで

ある。

1.AgeDateは，そのヨットの最初の傾斜試験の日付

である。

2.SeriesDateは，スタンダードハルを持つクラス

のシリーズ第1艇のAgeDateである。

3.ModifiedHullDateは,ヨットが船型を変更した

場合，ハルの再計測をした日付である。

4.HullDateは,AgeDate,SeriesDateの早い方

とする。

船型を変更したヨットは,ModifiedHullDateが，

HullDateとなる。

また，ルール1104によれば,Rigを変更し，再計測を

受けた日付をRigDateとし,RigDateがHullDate

となる。

最近,ORCで,HullDateに影響を及ぼす船型変更

の定義を下記の通りはっきりさせた。

「1981年1月1日以降,CanoeBodyより外側のキー

ル，スケグ，舵の型状変更はHullDateの変更なしに

できる。

ただし，事前にMeasurementAuthOrityの認可と，

変更後のチェックが必要｡｣。

「APSLがBAPSLより小さい場合，または,YCOR

の値がマイナスの場合,FGSより後方,0.75LBGのス

テーションより更に後方のHull型状の変更は,Modif-

艶r'F｣c9口71'に△TぱMEA3U匪匹9pNTUNv醒了皿vr･話零W.・・FD師】

が駒＝暁Ⅱ｡.，,...、．．,

V凸噂胖『NAM■'･･･‘,｡．.'…･gAlL9韓ﾛ凹■ご■-.,.ﾛ.....…...ﾛﾛ..‘._､，,
『｡■TI帷”○昭AnON○F○育掩■ANp亡■E時

驚織響謹騨嚥韓議轤静識鍛篭齢磯

1－

●■国玲凹輯
『L億国b~4時｡－口やり---画"峰■脚d函＝利■凶h酉…価
一一一四“山一

露営鍔声起熔琶，鋸霊淫翠穿,r苦翼蕊身鐸雪聖呂窪

L誇邑繭．.‘･"｡,．.･･,．,．§÷･二・i一雄l････････輯再'…唾一国一画一画一h."
~-...-...-,,,.,,-..-...｡.‘,…...‘..._ー》

68需皀抵奉画■古｡－曲･出自一画q歯一・一輯･
宮りい

針
、
‐

官
Ⅲ
卿
’

四
》
皿
卦

』

一
曲
師
部
叩
、

幽
恥
恥
拙
岬

垂●

恥
一
》
《
》

』
肘
叩
叩

一
覗
■
・

二ｈ

画
】
抑
。

》
一
一
一
一

》の 』

■“地

一ト
ー
』の⑨

酎
如

幽
担山馳軒

円酷囲＝丙』｡ｰ厚・0章ザ毒叫.酎晶ｰ0｡■繭r幻

｢扇忍雰忌
卜~………一・

DllgW1■yB蝉l韓hgq4画f吋歯d㎡員一叩g閏L画一卸
＝凸＝ー凸齢1，

ｰ‘･-....,..,-,.‘‘…＝且■pL----"星,_,.，§

酷,.，、ロ.---.-....＝._--.＝..._=_． ’1
＞

Z

jE－街●ぬh■画■~一一二凹興●岡＝

（
一 合

一
一
一
一
一
一
・
一
』
一

Ｐ
的
●
‐

。
■
。
■
一
幸

●
■
吟
一
一

一
』
恥
却
一
一
一
・

一
世
》
蛇
討
‐
ト
ト

ｂ
｛
》
．
一
一

一
一
恥
一
一
一
一
一
一

争
い
》
唖
誇
毒

》
』
一
一
一
一
一
一

睡
媚

iedHullDateに該当しない｡｣。

3）新MarkmAルール

表4は，新MarkIAルールの一覧表である。

Div.1のヨットは,IOR以前のヨットとして非常に

優遇されている。

Div.1以外のヨットでは,DLF,DLFAは1.0以下

になることはないが，一率に

DLFA=0.98としている。

また，このごろのヨットは，水線面の型状がフルで，

CGFは大きく,1.0以上のものもあったが，

CGF+0．963
CGFA=

2．0

声堅
P

によってCGFAの値は相当下がる。

更に,SHR(SailHullRatio)が15.5以下の場合，

SCF(SailCorrectionFactor)は,1.0以下となる。

(Div.1以外では,SCFは1.0以下にとることはできな

い｡）

表5の<ALBIREOI>(Div.1)は,SHRが14近い

のでSCAはSCにくらべて約4%小さい。DLFAも，

CGFAも下がるので,MKmAのレーティングRA=31.0'

とR=33.9′の9%も小さい。

Div.2のヨットは,DLFとCGFは若干優遇されるが，

SCFの特典はない。

しかし，普通のプロポーションのヨットでは,Rに

くらべRAはかなり小さく出る。その理由は,MRAの

算出に当たって，普通,M2の方がM1より小さい値

となるからである｡(SAの大きい,軽いヨットでは逆に

なる｡）

<MAUPITI>(Div.2)では，

(19)
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M1=8.101,M2=7.940で,RAは小さい方をとって

7.2137となる。

Div.3のヨットのCGFAは,Div.2と同じ扱いで若

干下がる。

しかし,DLFAはDLFより大きく，軽いヨットほど

差がつく。また,SHRAが15.5を超えるヨットでは，

SCFAが1.0以上になる。

Div.3のヨットのRAは,Rより大きく出る場合と，

小さく出る場合がある。RA>Rの場合は,RA=Rとな

るので，1981年1月以降の新艇と同じ扱いをうけてい

ることになる。

<NOMII>は,SHRが大きいので,SCA/SC=1.03,

DLFA/DLF=1.005となり,RA=10.048(33.0')と出

てくるが，新艇としてのR=9.957(32.7')の値の方が

小さいので,RA=9.957とする。

Div.3のヨットでも<TIDA>は,RAの方がRより小

さい。艇は軽く,DLFAはDLFより1.6%大きい値を

とっているが,SHRが小さいためにM2の値が低く出

るためである。

注,BDRに関するルール改正。

従来IORでは｢ルール339,BDRの公式」中で「BDR

は1.0より小さくはとらない｡」としていたが，この文

章を削除し，代わりに「BDRは，ルール340,DLFの

公式中では,1.0より小さくはとらないが，ルール1108,

MarkmAのDLFAの公式では,.0.98より小さくはと

らない｡-｣を入れる。

4)JORレーテイング証書

JORレーティング証書も,IORレーティングの公式，

プログラムを用いてアウトプットされる。

ただ違う点は,IORのRMC(復原モーメント）の代

わりに,TR(テンダーネスレシオ）出発点とすること

である。

スタンダードハルのワンデザインレーテイングクラ

スに近いヨットでは,TRはサンプルボートの平均値を

とり，スタンダード化されていないヨットは，簡易傾

斜試験によってTRを求める。

なお，スタンダードハルの平均のTRが,35.0を超え

る場合は，そのクラスはJORレーティングをうけられ

ない。

付図のグラフで見る通り,TR≧35.0のヨットのCGF

は,Min.CGF(=0.968)より大きくなるので，イン

サイドバラストを塔載することによって,TRを下げた

方が有利であり，安全でもある。

現

へ

表410RMarkmA

Di， 321

12/1972以前 1／1976～12／1980HullDate 1／1973～12/1975

DLFA=1.0+5.7(BDR-0.98)1.75
但し，1．0より小さくはとらない。

DLFA=0.5(1.0+DLF)1．DLF DLFA＝0．98

0.375B
－0．5CGFC＝

…ー、-CMDI+MDI+OMDIｰ.ｰ

但し，1．0より大きくはとらず，0．5より小さくはとらない。
CGF＋0.963

2．CGF CGFA＝
2.0 へ

CGFA=CGFC(CGF-0.968)+0.968
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MSAR=0.5(PC×EC+IC×LP)

／8/MSAR(¥+66sHRA=､/MSAR（-石十

、,B×MDIx)-30Lz:
1．0L

SCFA=1.0+0.04(SHRA-15.5)

但し，1．0より小さくはとらない。

SHR＞15．5

SCFA＝SCF

SHR≦15．5

SCFA=1.0+0.024(SHR-15.5)

SCFA＝SCF

4．SCF

5）

0．13L×SCA
1110MRA

1M1＝－万元三一十025L+02SCA

（｡y鰻W'022'6)+L(2．M2＝SCA ）
0．06591

＋0．1738
ノ

3V、VB×，／、3VL×B×MDIA

3.MRA=((上記M1,M2の小さい方の値)+DC+FC]×DLFA

RA＝MRA×EPF×MAF×SMF×LRP×CGFA×CBFA

但し,Rより大きくはとらず,0.85Rより小さくはとらない。

l111RA

(20)



昭和57年5月15日第86号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三楓郵便物認可

表5

SAILNO 14651122 2235 2501 2212

NAME ALBIREon MAUPITI NOMI－Ⅲ TIDA KINUGASA

HULLDATE 10/1971(Divl) 2／1974（Div2） 6/1978(Div3) 10/1979(Div3) 3／1982（新）

TR

BDR

SHR ８

２
３
３

５
９
１

７
９
１

０
０
４

３
１

７
０
５

２
１

２
１
１

０
９
５

７
９
０

９
０
５

２
１ ２

６
９
１

０
９
６

６
９
９

４
１
４

３
１ ６

２
５
１

４
２
５

２
０
５ ８

６
８
０

７
０
４

３
０
４

２
１
４

３
１

L

B

D

CGF

EPF

SC

DC

FC

DLF

１
３
１
０
０
９
０
０
１

１ ６
０
２
５
７
６
９
６

１
６
６
３
０
４
９
０
０

１
０
４
７
９
２
２
３
０

７
８
６
９
９
７
０
０
０

８
３
１
０
０
７
０
０
１

０
０
０
０
６
０
８
９

１
９
９
５
３
３
７
２
０

８
８
７
８
７
２
０
１
０

２
０
１
９
９
４
０
０
０

８
３
１
０
０
７
０
０
１

０
３
１
０
０
９
０
０
１
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０
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０
０
０
０
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６
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８
８
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８
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７
１

０
９
１
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８
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守
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ｊ
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１
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９

“
・
５
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◇

７
７
２
７
１
０

Ｉ

、
、
《
Ｕ
Ｌ
１
ノ

Ｑ
》
Ｑ
》
〃

冗
乙
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ
〆
、
〉
■

。
■
Ｆ
『
ｕ

ｎ
ろ
ウ
ー
①
＆く歯

】

Ａ
Ａ

Ａ
Ｆ
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Ｃ
Ｌ
Ｇ

Ｓ
Ｄ
Ｃ

MRA

(RA)

RA

９
９
９
く

8623

4600)

4600

7．5680

(7.2137）

7．2137

０
１
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呵

ｍ
ｍ
９

６
１
１

羽
“
“

９
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例

７
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RATING (31.0') (23.7'） (32．7′） (25.0') (25.0'）

CGF～TR(新，旧IOR)
一

II
1

1
1

編集委員会よりのお知らせCGF

1．00

編集委員会では1982年のスタッフを下記のようなメ

ンバーにて1年間頑張ってゆきたいと思いますので，

皆様方のご協力よろしくお願いいたします。

委員長大儀見薫

副委員長高坂武雄

委員服部一郎，山田幸夫，薗信雄，依田渡，

若井あゆ子

NORC小林和太郎，歌田道教，相田栄一，武藤雅江

支部編集委員長

玄海支部掘田総八郎

西内海支部有田一郎

内海支部浮田尚子

近畿北陸支部三井祥功

東海支部ペンディング

駿河湾支部（清水）大倉治雄

〃 （沼津）秋山泰広

その他友交団体として，北海道・海老名俊男，仙台．

福島南。

1

1
2．2

|日CGF＝
TR－5．1

＋0.8925
1

1
へ

0．99

1

1
1
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ノ
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一
十

Ｇ
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Ｒ
Ｇ

新
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Ｃ

閏

0．98

い
、
’
’
’
八
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ｌ
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ｌ
ｌ
Ｉ

’

1

1

1
10．97

II!/,日MioCGF-O.968
《？rVや

’･犀‘簿メ

0.艶

20 30 4 050
TR．＝－－－
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(21)



パンナムクリッパーカップ･ヨットシリーズのお知らせ
先月インフォメーションでお伝えしましたクリ

ッパーカップの第3レースのコースが，オアフ島

一周レースから変更になり，モロカイチャンネル

を往復するコースとなりました。このコースは，

前回のミーティングで話題になっていたものであ

り，それが現実化したものと思われます。

認γ「

暁”

ロ
Ｓ

Ｅ
Ｔ
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
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一
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柵
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、一〃

1特璽1
N.O.R.C会l_iの方に対しては特別料金を改定

します－．′ぐンアメリカン航空の協力により，この企

今年8月ハワイにて開催されるクリッパーカッ

プのために日本交通公社では，下記のツアーを設

定しました。レースを観戦しようと考えている方

へ

iki，

島許

す。

十
参
Ｏ
ｒ
ｂ
ｏ

ス
ど

個人

二

249,000円 －お申し込み・お問合わせ先

囮日恋交通公社海外旅行虎の門支店
〒105束京都港区虎ノ門1-15-16船舶振興ビル

TEL(03)504-3706,0981

扣当：小田部，深川、脇田､川村

’
1

昭和57年8月3日(火)～22日(士）

274,000円

OCコース〈19日間）
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世界一周シングルハンド． レース

こんどの世界一周レースは今までにない規模

になった

BOCチャレンジは，今までのどの世界一周レースよ

り多くの参加艇を集めている。1968年ヨーロッパから

スタートした第1回のシングルハンド・レースと比べ

ると，その数は4倍にもなっている。

エントリーが1月1日に締め切られた時点で,11"

国から女性2人を含む34人のスキッパーが，8月28日，

U.S.A・ロードアイランドのニューポートからスタート

すべく，＄400のエントリー・フィーを支払っている｡今

行われているフルークルーのヨットのための世界一周

レースには結局32艇がエントリーし，そのう'ち29艇が

実際にスタートした。

BOCチャレンジは，ヨットレースのうちの一つとい

う以上のものである。それに費やす努力の大きさゆえ，

セーラーひとりひとりの自然とのたたかい，そして最

終的には最も大きなチャレンジである，この最も長く

最も孤独な旅での自分自身とのたたかいの前では，他

のレースは影が薄くなる。

BOCチャレンジに出るヨットは，全長によって二つ

のクラスに分けられる｡(船が長ければ長いほど，理論

上はスピードも速くなるはずだ）

クラスIには計8艇中，上限の56ftの船が4艇あり，

そのうちの一艇は，特にこのレースのために，カリフ

ォルニアのDaveWhiteが造ったものである。また，故

SirFrancisChichesterのヨット<GipsyMothV>

は，イギリス人DeSmondHamptonが所有しているのだ

が，スターンを1ft以上切って限度内におさめた。

クラスⅡには26艇のエントリーがあり，うち，上限

の44ftのものが5艇（アメリカ人JudyLawson,それ

にオーストラリアのおばあちゃんAnnaGashの船等),

下限の32ftのものが2艇（日本のMakoSaito,U.S.A.

のJimHenryの船)あった。

勝者へのユニークなトロフィーは,BOCグループの

依頼により，アメリカス・カップをもデザインし，作

った，王室宝石商，ロンドンのGarrard'sによって作

られた。メイン・トロフィーは，銀のセールの上に地

球がのっているもので，これは，最も早い船に与えら

れる。各クラスで最も速かった船には，これより小さ

なトロフィーが与えられる。各クラス優勝艇には，副

賞として$25,000が与えられる。また，各レグの優勝

者にもトロフイーが,BOCグループにより，各立ち寄

り港で与えられる。コースを完走した参加者全員に，

このチャレンジを記念して特別に作った銀のメダルが

贈られる。

(23）

ファクト・シート

活動:BOCチャレンジーアメリカをスタートし，ア

メリカに戻って来る。初めてのシングルハンドの世界

一周のレース。

キー・ファクト：1982年8月28日(土)0300p.m.ロー

ド・アイランド，ニューポート。ファースト・フィニ

ッシュ艇は，1983年春に戻ってくる見込み。

参加者:11カ国を代表する34人の経験を積んだセーラ

ー（次ページ参照）

レース・コミッティー議長:RobinKnox-JohnstOn

ケッチ<Suhaili>で初めて単独世界一周航海。

(1969年,313日間）

コース：ニューポートから南アフリカのケープタウン
ーL一一-一一一一一

まで(7,100マイル),乞二ZZ臭Zからオーストラリ
アのシドニーまで(6,900マイル),シドニーからブラ

ー内一一ﾊｰ鉛.一▲

ジルのリオデジャネイロまで(7,800マイル),リオデ

ジャネイロからニューポートまで(5,300マイル)の4
’…‐．．･,〆、－一一戸弐一一ヘーー

レグ，計27,000マイル。

船の特性：モノ・ハルのものに限る。クラスI…上限

56ft(LOA),クラスⅡ…上限44ft(LOA),下限32ft

スポンサ-:BOCGrOup,イギリス，ロンドンに本部

を置く資本金30億ドルの国際企業。工業用ガス，溶接

製品，ヘルス・ケアー及びカーボン・ベースの製品の

製造，販売会社。

シングルハンド世界一周の小史

1522年にマゼランの生き残りのフリートがセビリア

に帰り着いて以来，世界一周航海は勇気と腕前を試す

最大のものの一つになった。クリッパー・シップと蒸

気の動力の出現により，世界一周航海への挑戦はその

神秘性を失ったが，新しい名案が生まれた。……シン

グルハンドによる世界一周である。

一番は,JoshuaSIoCumだった。彼は,1895年5月，

マサチューセッツのGloucesterを出発，NovaScotia

に向かい，さらにAzoresへと向かったが,これは大き

な海の冒険となった。36ftのガフ・ヨール,<Spray>で

の3年間の世界一周だった。彼自身による危険，海と

陸，長い航海の孤独と心細さの記録は，彼が戻った直

後,"SailingAloneTheWorld"として発表され，シ

ングルハンドによる航海という第2の大きな伝統を生

んだ。以来，シーマンシップの面でも文章力の面でも

SIocumをしのぐ者はほとんどいない。

SlOCumの航海に並ぶ者が出たのは,23年後のことだ

った。HarryPidgeonが，彼の34ftのガフ・ヨール，

<Islander>で，合衆国からパナマ運河を経て，という
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年後，新しい船で妻をつれて戻った。そのあと，すぐ

<NationalGeographic>が続き，彼の航海は，アメリ

カの人々のイマジネーションをかき立てた。彼の物語

は，ベスト・セラーの本，そして映画になった。

しかし，シングルハンドの航海の性質は変わってい

った。新しい船，技術の先端を行く材料を使った速い

船は，世界一周航海を，海のWaldenPondを探し求め

る20世紀のThoreaus達のさすらいというよりはむしろ，

スポーツ・イベントや個人的な業績に変えていった。

海は渡るものではなく，征服するものになった。

RobinKnox-Johnstonが1968年，ケッチ<Suhaili>

でやった，ノン・ストップ，313日,30,123マイルの世

界一周航海は，偉大な航海の業績として残っている。

この航海により彼は，ノン・ストップで世界を回った

初めての人となった。9艇が出発し，フィニッシュし

たのはKnox-Johnstonだけだった。この時間は，まもな‘へ
<，1973年,167日で世界一周したAlainColasによっ

て約半分に縮められたが,Knox-Johnstonの記録によ

ってシングルハンド世界一周の幼児期は明らかに終わ

りを告げた。もはや世界一周航海をするだけで富と名

声の得られる時代ではなくなったのである。命知らず

の者達の時代は終わった。新しい船のデザイン，進ん

だ材料が,これをレースにした。

ことはつまり，ケープ。ホーンのそびえ立つ波と，絶え

間のない強風を避けて，世界一周した。

次の1923年の航海は，フランス人,AlainGerbault

によるもので,彼はSIocum同様外洋を通って世界一

周した。この航海から1942年までは，シングルハンド

世界一周は全てアメリカ人かフランス人によるものだ

った。1942年，7番目のアルゼンチン人が，より困難

なケープホーンを東寄りに回るコースでこの記録を破

った。

世界一周の試みは戦後その数を増した。それはまる

で工業界における大きな技術向上により，孤独な世界

一周航海がいっそう魅力的なものになったかのようだ

った。1952年,AIPetersonが，彼のガフ・カッター

で航海を終えてから，1968年,TomBlackwllが，彼

の近代的なバミューダ・ケッチで出発するまでの間に，

25の航海がなされた。

この間，注目に値する航海がいくつかある｡Francis

Chichesterのヨール,<GipsyMoth>での世界一周は，

細心に計画され，実行されたものだった。一度しか寄

港しないで回ったことで,Chichesterは女王からナイ

トの称号を与えられ，故国イングランドで英雄となっ

た。

RobinLeeGrahamは,1965年，カリフォルニアを

24ftのスループ<Dove>で,16歳のときに出発し,5

近畿北陸支部ニュー・イヤー・シリーズ成績表

レース委員長

眞田恒男(職I瀧ｲﾝﾄﾚー翼鯛:）〃

ポイントレース4回戦
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○2200,テレビで事故を知った5人目の女性の友人が

「もしや？」とハーバーに駆けつけ，捜索中の男性の

車の中に彼女の上着を発見，乗船確実と判断｡(4月

6日，ヨットの横に立っている5人を偶然撮影した

主婦の写真が海上保安部へ届けられ，セールナンバ

ーから女性の遭難も決定的となった)。

○2340,ハーバーから約1キロ離れた生の松原の砂浜

に打ち上げられたディンギー発見。

○翌29日(月)0100頃，近くの岩場で1人の遺体発見，

更に0700迄に3人の遺体も付近の海上などで，いず

れもボランティアのヨットマン達に相次いで発見さ

れた。

出港届に何故「4人」の名前だけ記載したのか？

ここで日頃何気なく書いていた出港届の内容の重要さ

を改めて知らされた。

すでに発表済の事故の原因を拾ってみると，

○2人乗りのディンギーに5人乗船。

○キングストンバルブの閉め忘れ｡(前オーナーは，売

却時に説明したと言っている）

○操船未熟。

また，気象条件の変わりやすいこの時期にクルーザ

ーの帰港時間にもあたる「午後3時半」の出港も気に

なった。事故発生当日は高気圧の張り出しで，朝から

絶好のセーリング日和，インカレの学生群約60隻，そ

の他のデインギー40隻，クルーザーも15～16艇出てい

た。

ディンギー1艇での事故としては最大とも思える今

回の事故を振り返ってみると，小戸ヨットハーバーの

｢住人｣達の横のつながりの弱さも要因のひとつではな

いだろうか？例えば，学生も含めた近所のオーナー

達と日頃から何かと声をかけている仲であれば,「5人

でどうでしょう？」とか「吹きますかな？」等と話し

合っただろうし,「5人は危険ですよ／」とか注意され

たかもしれない。前から気づいていたことだが，各大

学，高校ヨット部出身者達の縦列の結束は見事なもの

で，それにひきかえ，横のつながりの貧弱なこと。幅

へディンギー転覆死亡
事故を振り返って

の

片倉静江玄海支部

21年間無事故だった博多湾で,3月28日（日）一度に
5人の命を失う事故が起きた。小戸ヨットハーバーが

6年前に開港されて以来初めての死亡事故で,「ヨット

の4人行方不明」の見出しを読んだ時，てっきりクル

ーザーだと思った｡4メートル余りのディンギーに乗

っていた5人のうち，男性4人は遺体で発見され，女

性1人は4月7日現在も今だに消息がわからない｡(唯

一未発見だった女性の遺体は，10日午後，ヨットハー

バー入口の防波堤のテトラポットで発見されました。

全員，能古島に上がって水を出した後，その帰りに
事故にあったらしいとのこと。発見者は，事故以来ず

っと詰めて捜索活動をしていた父親の会社の方です｡）

事故の経過をたどってみると，

○3月28日午後3時過ぎ，5人（全員社会人）は小戸

ハーバーを出港。出港届に記載されていたのは男性

4人の名前だけだった。

○2000,海上保安部へ「4人」の捜索を依頼。ハーバ

ー近くに住んでいるNORC玄海支部会員の才田忠利

氏，野中英二氏，浜田芳久氏達もインカレ参加のた

め滞在中の学生達と捜索にあたり，江頭宣雄氏と吉

良正彦氏は捜索隊との無線連絡係をつとめた。

へ

3月28日，このスロープから元気に出港したのだが

’
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一
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ディンギーが打ち上げられた砂浜｡4月4日

2メートルもない狭いポンツーンで擦れ違う時，こち

らから挨拶しない限り挨拶しない人がザラにいる。こ

れからはお互に声をかけ合って，横のつながりを密に

しましょう……と言っても，知らない人に干渉される

のを嫌う人もいるだろう。いつだったか，海上のド真

中でフラフラしているクルーザーを仲間が見つけ，コ

ックピットに人影がなく，近づいて呼んでみたが返事

がない。これは大変と接舷し乗り込んでみたら，何と

オーナーはウンチをしていたということがあった。親

しい仲だからこそ声もかけただろうが，口もきいたこ

とのない人のヨットが，同じ状態で浮かんでいて果し

て声をかけるだろうか？転覆しているディンギーの

横を通りながら顔色も悪かったので｢大丈夫ですか？」

と声をかけたところ，ジロッと睨み返されたこともあ

った。

現在ヨットハーノドーを利用している団体は，

○福岡県ヨット連盟（会長篠原雷次郎氏）

○NORC玄海支部（支部長福元征四郎氏）

○小戸ヨットクラブ（会長北島房之助氏）

○博多ヨットクラブ（事務局吉良正彦氏）

○BWヨットクラブ（会長黒瀬登志雄氏）

○ヤマハオーナーズクラブ（会長北島房之助氏）

○ヤマハセーリングアソシエイション（高田繁美氏）

○福岡市内の各大学，高校ヨット部

○その他，メーカー主体の小クラブ

上記中,ハーバー全体を一応カバーしているのが｢小

戸ヨットクラブ」で，1980年9月に誕生した。この

クラブ結成の発端は，係留費値上げ等市当局との交渉

にあたる窓口の1本化，プラス，ハーバー利用者間の

親睦を深めることが主な理由だった。結成当時の会員

数は，ディンギー223名，クルーザー147名,合計370名。

しかし，他のクラブのようにこれといった行事もなく，

有名無実のクラブになってしまった。強いてその原因

をあげれば，会員の90パーセントが小戸ヨットクラブ

以外のクラブのいずれかに所属し，なかには二つも三

っもだぶっている会員もおり，それぞれの好みのクラ

ブで，レースに，クルージングに，と楽しんでいたた

めだと思う。(遭難したディンギーのオーナーはどのク

ラブにも入っていなかった）また，当局との交渉のた

めの窓口といっても，唯一の課題である係留費値上げ

は，ハーバーが立派に完成された現在，値上げの理由

はどこにも見当たらず，とうとう名ばかりのクラブに

なってしまった。しかし，ディンギーを含め，ハーハ

ー利用者全員の横のつながりを密に出来るのはこのク

ラブだけで，4月2日(金),北島会長をはじめ，伊達

健太郎事務局長，その他各クラブ代表が玄海支部事務

所に集まり，どのクラブにも所属していないフリーの

ディンギー・オーナー達への呼びかけを検討した。現

存するいずれかのクラブに出来るだけ入会していただ

くわけだが，その勧誘方法は？……となるとお手上げ

で，資金不足はもちろんのこと，ハーバー管理事務所へ
でさえ把握出来ないオーナー達（遭難したディンギー

の名儀は，前オーナーになっていたため，本人も事故

当夜呼び出されている)｡何はともあれ，まず第一歩と

して，クラブハウス内の掲示板にお誘いのポスターを

出してみた。

事故から1週間過ぎた4月4日（日），小型艇のほと

んどが出港を中止した春何番の嵐が吹きまくる湾内を，

1隻のモーターボートが走り回っていた。おそらく消

息不明の女性の御家族だろう。また，ディンギーが打

ち上げられた砂浜には，花束が3束程激しい潮風にゆ

れていた｡(全員の御冥福を祈ります｡）

通信機器頒布のお知らせ

通信委員会
須込

航行の安全，レース運営の円滑化を計るため，従前

の2メガ帯中短波に加え，4，8，12，22メガ短波帯

の運用が認められたことは1月号にてお知らせしまし

たが，これに対応する小型SSB無線機の開発をNORC

の要望に答え；八重洲無線㈱がすすめてきましたが，

先頃，郵政省の型式検定に合格したのでNORCでは，

ローコストで，できるだけ多くの会員艇に普及を計り

航海の安全に役立てるため，直接頒布することになり

ましたのでお知らせします。

また，昨年のシングルハンドレースにて，多大の効

果を発輝したEmergencyPosjtionlndicationRadio

BeaCon(略称EEPIRBイパーブ)も近く郵政省の免

許取得の見込みであり，米国より直輸入頒布致します。

お問い合わせ，お申し込みはNORC事務局へご連絡下

さい。

●50WSSB無線機FT-400型
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（カプラー付）

本体価格￥498,250

●EPIRBclasJB"RLB-12型

本体価格（電池付)¥95,000

SSB無線機については，免許申

請，取付工事無線検査費用など

が加算されますが，各地の信用あ

る施工業者に，出来るだけ安いコ

ストで施工見積を出してくれるよ

う要請中ですので確定次第お知ら

せします。

また,EPIRBは，取付工事はボ

ルト2本で皆様ができますが，無

線局としての免許が必要です，で

きるだけ簡易な手続き方法の免許

をお願いしており，確定次第お知

らせします。

EPIRBRLB-12型
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海洋速報
海上保安庁水路部

海洋概況一

3月19日～3月31日

黒潮の流型は，再びB型となり，黒潮は八丈島の西

側を北東進している。潮岬ではやや離岸し，野島崎南

方沖ではかなり離岸している。犬吠崎～常磐沖の100

メートル以深には冷水の南下がみられる。

4月1日～4月15日

黒潮本流は，前期より潮岬から御前崎にかけての沖

合では，さらに南下してA型に近い大きい蛇行となり，

へその南端は北緯30度20分，東経139度付近に達してい
る。なお，房総沖には前期に引きつづきやや離岸して

いる。三陸沖合では平年より4℃ほど低いl～2℃台

の親潮系冷水の南下が目立つ。
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社団法人日本水難救済会救難所（支所）所在地表

郵便番号｜救難所｜支所 所 電話番号在 地

大戸瀬

岩手

久慈地区

西津軽郡深浦町大字北金ケ沢字塩見形208（大戸瀬漁協組） 01737-6-2511

手
２
３
３
３
４

０
１
１
０
０

２
２
２
９
９
７
７
７

３
３
３
３
３
２
２
２

岩
０
０
０
０
０
０
０
０

久慈市川崎町3－8-1(久慈市役所水産課内）

九戸郡野田村大字野田19-26-6

久慈市長内町第42地害l14(漁協）

九戸郡種市町第一地割149番地の7（漁協）

九戸郡種市町22-131-1(種市漁協内）

宮古市新川町2番1号（宮古市役所水産課内）

下閉伊郡田老町大字田老第1地割川向（漁協内）

下閉伊郡岩泉町大字小本第1地割（小本浜漁協内）

宮古市大字音部第4地割字須賀長根1番の3

連絡場所宮古市大字重茂1－37－1（重茂漁協内）

下閉伊郡山田町川向町1-10(山田漁協連内）

下閉伊郡山田町織笠第1l地割105(漁協内）

下閉伊郡山田町大沢第8地割98の1（大沢漁協内）

下閉伊郡山田町中央町11番14号（山田湾漁協内）

下閉伊郡山田町船越第13地割104(船越湾漁協内）

下閉伊郡山田町大浦（大浦漁協内）

上閉伊郡大槌町安渡3-11-6(大槌町漁協内）

上閉伊郡大槌町字大槌

上閉伊郡大槌町字小槌

上閉伊郡大槌町字赤浜（大槌町漁協赤浜支所）

上閉伊郡大槌町吉里吉里3-3-31（大槌町漁協吉里吉里支所）

釜石市浜町2－3－16（釜石漁協内）

釜石市唐丹町字宇津の沢15(漁協内）

大船渡市盛町館下（大船渡市役所内）

大船渡市赤崎町字長崎142

01945-3-2111

野
久
八
種

田
慈
木
市

01945-2-3111

01946-7-2221

01946-5-4551

01936－2－2111

（内線304）
宮古

老
本
茂

田
小
重

01942-8-2125

山田

城
３
３
島
５
７
５
３
２
２
３
３
１
３
形
２
５
５

３
３
３
３
２
２
１
３
３
３
３
１

１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
１
２
２
２
１
０
０
０
０
０
０
２
０
８
８

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
６
６
２
２
６
１
９
６
９
９
９
０
９
０
０
０
０
１
９
９
８
９
８

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
８
８
８
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
９
９
９

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
宮
９
９
９
福
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
山
９
９
９

01938-2-4111

01938-2－2623

01938-2-2651

01938-2－3631

01938-4-2121

01938-4-2211

01934-2-3021

や

織 笠

大沢

山田湾

船越

大浦

（
一

大槌

安渡

大須賀

赤浜

吉里古里

01934-2-3035

01934-4-2321

01932-2-4165釜石

大船渡

唐丹

01922-7-3111

赤崎

宮
石
閖
荒
福
原

城
巻
上
浜
島
釜

石巻市雲雀野町1-11-2

名取市閖上4丁目14番9号

百里郡亘里町荒浜築港通25

(阿部正三様方）

(閖上漁協内）

(亘理町漁協内）

0225-22-4593

02238-5-0711

02233-5-2111

相馬市尾浜字追川136-2(相馬原釜漁協内）

相馬市磯部字大洲29（磯部漁協内）

相馬郡新地町谷地小屋字浜畑52（新地漁協内）

双葉郡浪江町大字請戸字北久保（請戸漁協内）

いわき市久之浜町久之浜字町後21（久之浜漁協内）

いわき市四倉町字5丁目218(四倉漁協内）

いわき市沼之内字浜街181（沼之内漁協内）

いわき市平豊間字附付1(豊間漁協内）

いわき市江名字南町114(江名漁協内）

いわき市大字中之作字川岸61(中之作漁協）

いわき市小名浜字栄町5番地（小名浜漁協内）

いわき市勿来町九百九浦町19(勿来漁協内）

相馬郡鹿島町烏崎字牛島355番地（鹿島漁協内）

02443-8-8301

02443-3-5111

024462-3111

02403-5-2333

024682-3111

024632-2424

024639－3206

024638-2131

0246-55－3251

0246-55-7111

0246-92-5111

02466-4-7311

024446-4351

へ

磯部

新地

請戸

久之浜

四倉

沼之内

豐間

江名

中之作

小名浜

勿来

鹿島

山形

飛島

吹浦

西遊佐

酒田市飛島字勝浦乙7－4（県漁協飛島支所内）

飽海郡遊佐町大字吹浦字川田38（県漁協吹浦支所内）

飽海郡遊佐町大字吹浦字川田38（県漁協吹浦支所内）

023445-

(28）
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化することになっており,TRからCGFが算IIII,されま

す。また，ファストネット以降の反f'iに対応して,T

Ri尚が35以上の艇は，レーテイングを取得できないル

ールとなっています。(IORでは,TR>35の艇はペナ

ルティーが課せられるが，レーテイングは取得できる）

我が国では,BW21,25,0cc.22,25,Ecum.26.

Peterson30,NKAYOSHI295,YAMAHAの数艇種

……があるものの,NORCの公式レースに,'ll甥する艇

が，同一艇種としては多くないため，種々の|III題を念

んでいます。；|測委員会としては，技術委幽会の助力

を得てSMRの良い点を取り入れつつ,JORを整備し

ていく方針です。

3．その他

(1)汁測負のll',張旅甜について，現在I;|測典は別記の

通り各地におりますが，場所によっては速力からll'1張

を依頼することも,起こり得ます。更に天雌の条件も加

味されるため，オーナーの負ｲ'1は均一-ではないのが実

状です。これに〃||えて，，;|測典の旅行||､f|III(IIWIIとMll

離を合わせたもの）に対する袖填を標準化するf定で

すので御協力1くさい。

(2)現在;|測員及びi;l･測肋手が不足しております。’'1

薦，他薦怖熱的な人を求めておりますので||f務}!,)ま

で御連絡|くさい。

●IORの計測状態チェック・リスト

‘計測||､卜に艇Iﾉ1に積むべきセールー式は，艇lﾉ､lのチェ

ックが済むまでコックピットに満いておくこと。

艇内（デッキ|く）

1.バラスト，アンカー，チェーン，ハイニシャル'将％

ヅテリーはマークで指示された場所にイ_ナー,;|測荷

確実に固定してある。

2．WC,洗面器，シンクの水は空にな

っている。

3．ビルジ等水の溜る場所は空になって

いる。

4．航海用，炊1;用の道具類はルールの

指定する場所にある。

5．衣類，食料，貯蔵｢i,'!は積んでない。．．………

6．マットレス，クッション，枕は神殿..…“…・

の場所に置いてある。

7．マストよりI)1方に持ち連び,'l',来る術

品は置いてない。

8．安全備品は常備の助)ﾘ『に格納してあ

る。

9．格納賜所の扉は全部附けてチェック

を受ける。

10．ライフラフトまたはディンギーが稜

まれていない。

11.センターボードはレース中降ろして

ロックしない場合は揚げておく

12．エンジンをll'lしている時プロペラシ

ャフトはロックできる。

NORC協会ニュース
L一一一

計測委員会からのお知らせ

全[fl,;l･測委幽公が開かれ，今後の方針が|く記の通り

決定されました。

日時ll/{fII57年311271113()0～170()

場所霞山会航

出席者技術委典長渡辺修治，武'li俊，横lll一郎

！;|･測委典長林贋之輔

IOR!;|測典伊藤静美|)Lill-|兼義，飯塚功二
へ

松本lﾘl雄

JOR!訓測典及びアシスタン｜、

#l,i!'i"li,深lll敏雄，奈木三郎，

木|ﾉ､l安ﾉ<,1iMH1孝，若井徹,1-i2

’崎雅雄,liilill悲佳，浅井一符

『lf"},,jl川芹克#ll以|:18名

1．，82年IORについて

OFFSHORE3川汁に描城されている通り改正され，

直ちに採用されます。ただし，実蘭的なルールの変更

はほとんどなく，ループホールをふさぐルールと，レー

ス中の艇のトリム(liii後佃斜）に対する意識的または

無意識的なルール違灰を防ぐため，新しく！す|測||録が

レーティング証!￥に添付されます。

レーティング証！ｻのlﾉ､l容も－－新されました。技術委

典長,1f務局及びIBMの↓|1村さんの御尽力により，各

低|共通の沸式でプリントされています。また，ハル．

デイ｜､，リグ・デイトもlﾘl碓にされ，年数（エイジ）

によるDIVISION別のレーティングも，古い艇は更に

優遇されるようになっています。(OFFSHORE56年

911fj-参!!<()

2.JOR，SMRについて

IORを簡助化したJORI4,l虫<採MIされ，良く機能

してきたと,IJ,われます。JORは,IORのスタンダード

ハルの!;|測法をそのまま取り入れ，かつ,CGFriも

標準（スタンダード）化してお､り，この2,II!､iが||本独

得(JOR)で,lili倒なｲﾋII斜テス|､が1"il略されています。

従って､レーティング取i!|:ri絡をilli7SVil1'[が算,'l'!さ

れないことや,IORクラスと一緒にレースする|I#の不

公､'2が,'li,てきたようです。

一一ﾉj,SMR(簡易I;|-測ルール）は,ORCか新たに

定めたプロダクションボートのための簡幼!;|･測法で，

IOR･スタンダード・ハル!;|測法よりも更に簡助化さ

れていますが,|!il-船体,|'il一リグであることの厳密

さは､'i然甥求される'性格を排=〉ており,ONE-DES-

IGN-CLASSに近い艇が対象と脅えられます｡lﾋ､斜テ

ス|､に対しては,TR(テンダーネス・レシオ-)を標準

？

(29）
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13．セールはマストの後方に置いてある。オーナー計潤者に述べられているオーナーの責任を了解するものであ

艇外（デッキ上）……..…る。

14.ヨットの静動索は帆走可能の状態にオーナー署名

艤装してある。

15.すべての計測バンドはペンキで塗っ l.内部バラスト(Rule107.28)

てある。‘兇ⅢⅢ亜',(筋鰄褐と訓揃＃
16.すべての静索は十分に締めてある。…….．…

17．動索は十分に張る。ハリヤード類は2．アンカー，チェーン

マストの根元に集め，テールエンドは

常用の場所に導く。……．.…3．バッテリー

18．ランニングバックステーは締め，ラ…………….…….…．………….…．…………．
ンニングフォアステーはマストへ。…･・・・….4．工具類

19.マストはアジャストのリミットいつ 5．エンジン〔またはOB格納(Stemからの趾離を記入)]

ぱい後へレーキさせる。メーカーモデル

20．ブームは低い位置で，中心線に水平6．タンク（ポータブル容器も含む）
へ

に動かぬよう。タンックイフ拝ル（筋総爽/空
21．スピネーカーポールは格納位置に置一

〈。………･・7．普段，マストより前方に格納してあるが，計測時

22．メンスルはブーム上に折り畳む。マストより後方のキャビン床上に置くもの｡(セー

ルを除く）オーナー計測者

署名：オーナー計測者

[l付8.ポータブルデッキ備品で，計測時，マスト後方の

キャビン床上に置くもの｡(ルール202.2A)

注:1.このチェック・リストは，オーナーの計測の血l,tオーナー「計測者

準備を助ける目的で作られた。

2．計測目録のチェックが終了したら，オーナー9．重量，数量，位置の異常な備品

及びﾒゾﾔー ﾗー は,各項にｲﾆｼヤルを記入す礎明数量筋総重瞳オーナー計測省
ること。

3．完成した書類はレーテイング・オフィスに返10.計測時積んでいたセールのリスト

却され，保存される。(SeelOR202.2C)

●

C

11.私は，この備品目録が本ヨットの浮揚計測時の状

態に間違いないことを証明する。

オーナー･または代理人菩名
へ

｜｣付

計測員

東北／福島甫，関東／伊藤静美駿河／西田兼義，

東海／花川，近北／深田敏雄，内海／田中龍夫，西

内海／飯塚功二，松本明雄，九州／斉藤彰

●計測時の備品目録計測者

FloatationDate計測日

艇名SailNo.

オーナー及びクルーのために

IORルールは，ヨットの計測時に，ヨットがレース状

態で用いる道具類(gear)や備品類(fixtures)の必要

量を決まった場所に置くことを要求する（ルールで指

定して陸揚げするものもあるが)｡IORのレーテイング

証書は，この備品目録が完成していて，そのヨットが

備品目録に合致する状態に保たれていない場合は無効

になる。

以上に関連するルールは,IOR,106,107,108,

109,202.2である。

■

宮

｡ ｡
□、

オーナーは，まずこの備品目録に必要事項を書き込ん

だ上，計測者と一緒に各項目をチェックする。

各項目の説明は，最後の図面に書き込むとよい。

計測時，オーナーが立ち会えない場合，オーナーは次

に署名すること。

私は,（）を代理人に指名するが,IORルール

(30）
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専門委員長会議の開催

ド記のとおり昭和57年度新たに選任された専門委員

長による第一ﾛの会雛が開れましたのでお知らせ致し
ます。

llllf昭和57年3H30111830～2115

場所船舶振興ビル10階会縦室

議題(1)業務運営方針

(2)各委員会委員の依嘱

(3)その他

談蛎

清水総務委員長が議長となり，談事が進められ，終
始熱,じ､な討議の結果，各委幽長より次のとおりの意兇

の発表および申し合わせがなされた。

(1)各委員長は関東支那をも含めて111急に，委員会を

編成して，委員名を事務局へ通報の|:,業務実施体制
（組織）の確立を計る。

(2)NORCの登録艇は，必ず安全検査を受ける定めと

なっているが，これの実行を確保するよう努力する必

要がある。

(3)レースの郁度感ずることは，厳正なるジュリーの

橘動の必要性である。

今後は支部も念めて，ルール委興の養成に努める必

要がある。

(4)各委員会活動は丹念にOFFSHOREに掲載するこ

とにより，会員に周知して,NORC内部の意志の疎通
を,汁る必要がある。

(5)予算の執行に当たっては，各委員会予算の枠内に

収めるよう厳に守っていただくようにお願いする。ま

た，財務委員は，従来の経験杵に委員になっていただ

くようにしたい。

(6)レースに大方の興味を待たすため，古い艇でもILII,

られるようにageallouwanceを考える。年間点数制に

よる年度賞，支部対抗レース等を検討することにより

マンネリ化を排除し，合わせてレベル・レースの連'隣

についても検討する必要がある。

(7)第6IIII沖繩レースについての現地打ち合わせの報

fifがｲ｢なわれ，その中で沖繩では，このレースは沖繩

本土復ﾘ'1}10II11年』l礫として糸llみ込まれている旨の､服杵
があ=｣た。

また，このレースを含めて｜|本縦断レース考想につ

いての報併がなされた。

(8)汕地対策では，組織編成の方針として,NORC本

i'fljと支部の分扣をHﾉl確にした細成として各種アンケー

ト群による調査を踏まえて,)'i面のilll迦と，泊地拡充

を含む将来|川越の二面の作堆を考噛しながら対応して

ｲr<旨報許があった。

{9)jmf@l喋は，レース11,fにミサキヨットルウの連用を

ｲ『うばか，ヨットに使川する迪備機器の仙布，免許取

i!卜のための論評公の開催および免許蕪準の緩l1笄に努

(31)

力して行く旨の報告があった。

(10安全確保のため，「ロラン」の使用を認めてはと

の意兇があったが,NORCレースの基本姿勢にかかわ

ることでもあり，理zlf会に,汁ることとなった。

(11)!汁測委員は従来どおりとして，今後はJORの不備

な点を是正して行くほか，線|叉lを基に計測する手法に

ついても研究する予定である。

(12)海事思想普及委負は1iiのメンバーを多少強化して，

安全フェステイハル，ヨットに親しむ会，チビッゴ．

カップ等の主催または協力するばか，ビデオ等の活用

も鴨九にして行きたい。（文責事務局）

速 報

1980年クリッパーカップシリーズ記念映画

上映会のお知らせ国際委員会

実行委員長グーチ氏が来日されますので

映画上映後、説明会を行います。奮って御

参加下さい。お待ち申し上げます。

記

日時昭和57年5月31日（月）

場所後日お知らせします

菅.､ぺ､……､……竃蓮……営亀､…､ﾍﾞ……………………………………〆
； ；
メ ；

新晋録艇の紹介if
；

；セール番号，艇名，帆装，フリート，全長×；
；

水線長×巾×吃水，オーナー名，その他の順；
ザ ☆印は会友艇
』 、
凍牟君n面己汽も冠や冠n基己君も耗申罫、葦も局､埼唾電も冠や墓も■も霊心壗ご試込淫、冨己君、音も涯已壷、弘
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MMAM-308
先
進
の
技
術
が
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

帆
走
性
能
を
生
ん
だ
。
ヤ
マ
ハ
釦
Ｓ

機
能
美
に
富
ん
だ
端
正
な
フ
ォ
ル
ム
、
斬
新

な
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
。
ス
ポ
ー
ッ
ュ
ー
ス
を

追
求
し
た
高
性
能
ハ
ー
フ
ト
ナ
ー
で
す
。

す
ら
り
と
伸
び
た
艇
体
は
Ｖ
字
型
を
基
本

に
ゆ
る
や
か
な
タ
ン
プ
ル
ホ
ー
ム
を
採
用
。

キ
ャ
ビ
ン
容
積
、
デ
ッ
キ
面
積
を
大
き

く
確
保
、
同
時
に
す
ぐ
れ
た
帆
走
性
能

を
発
揮
し
ま
す
。
ま
た
ハ
リ
ャ
ー
ド
類
、

シ
ー
ト
類
を
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
へ
集
中

リ
ー
ド
。
豪
快
な
帆
走
に
応
え
る
配
慮

は
〃
全
で
す
。
イ
ン
サ
イ
ド
は
必
要
以
ｔ

の
デ
コ
レ
ー
、
ン
ヨ
ン
を
排
除
。
セ
イ
ル

ロ
ッ
カ
ー
と
し
て
使
え
る
フ
ォ
ク
ス
ル
、

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
指
向
派
に
兇
の
が
せ
な
い
要
素
を
集

め
て
い
ま
す
。
バ
ー
ス
は
六
名
分
。
オ
ー
ナ

ー
の
個
性
で
容
易
に
改
装
で
き
る
柔
軟

な
空
間
で
す
。
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
走
り

を
た
ん
の
う
で
き
る
ヤ
マ
ハ
洲
Ｓ
・
チ
ォ

ラ
ー
に
伝
わ
る
力
強
い
走
り
の
感
触
を

こ
こ
ろ
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

蕊発売

．･･･“･･8．97(、）水線長．.…”････..･･･733(、）

…““･3.20(、）吃水…………･””1.75(、）

…””3,050(k9）バラスト重量”･“““1,200(k9）

726(t)全ｾｲﾙ面柵"20(m')(f熱魏1
6名適合エンジン…ディーゼルエンジン7.5馬力

全長･･･

全幅･･･

艇体重量

総トン数

バース数．
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